
［市の人口］
71,616人
男=35,077人
女=36,539人
前月比－56人

［世帯数］
26,271世帯
前月比＋6世帯

平成19年２月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）
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秩父ミューズパークを疾走秩父ミューズパークを疾走！！ 秩父駅伝競走大会秩父駅伝競走大会

［主な内容］
● もうすぐ開花　羊山の芝桜
● 学力向上を目指し「夏休み短縮」に取り組みます
● 福祉手当・福祉医療費のお知らせ
● 市立病院についての市民アンケート調査結果
● 秩父市人事行政の運営等の状況について公表します

［あべにーる～未来～第４号］



❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

市
で
は
、
羊
山
公
園
の
芝
桜
の
開
花

に
合
わ
せ
、
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

もうすぐ開花もうすぐ開花もうすぐ開花

～市の各種事業について～市の各種事業について
　　　　　お知らせします～　　　　　お知らせします～

　

今
年
か
ら
「
芝
桜
の
丘
」
は
、
芝
桜

開
花
期
間
中
有
料
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
芝
桜
の
丘
植
栽
地
・
周
辺
整
備
な

ど
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
来
園
者
の
皆

さ
ん
に
応
分
の
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

期　

間　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月
10
日
㈭

（
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）
の
う
ち
花

の
見
ご
ろ
の
期
間

入
園
料

区　

分

一　

般

15
歳
未
満

入園料

個
人

１
日
３
０
０
円

無　

料

団
体

１
人
に
つ
き

１
日
２
５
０
円

※
「
一
般
」
と
は
、
中
学
生
お
よ
び
こ

れ
ら
に
相
当
す
る
方
、
な
ら
び
に
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
満
15
歳
以

上
の
方
で
す
。（
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
入
園
す
る
時
に
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

※「
団
体
」と
は
入
園
料
を
支
払
う
入
園

者
の
数
が
20
人
以
上
の
も
の
で
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
芝
桜
の
丘
無
料
入
園
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て

入
園
の
際
に
係
員
に
渡
し
て
く
だ
さ

い
。（
４
月
号
の
市
報
に
も
掲
載
し

ま
す
。）

菖蒲田側
入口
菖蒲田側
入口
菖蒲田側
入口

芝桜
の丘
芝桜
の丘
芝桜
の丘

芝生広場芝生広場芝生広場

駐車場側入口駐車場側入口駐車場側入口

有料公園区域有料公園区域有料公園区域
園内遊歩道園内遊歩道園内遊歩道

駐車場駐車場駐車場

宇根側入口宇根側入口宇根側入口

本
部
前
入
口

本
部
前
入
口

本
部
前
入
口

多
目
的
広
場

多
目
的
広
場

多
目
的
広
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

ふ
れ
あ
い
牧
場

ふ
れ
あ
い
牧
場

ふ
れ
あ
い
牧
場

対策本部対策本部対策本部

トイレトイレトイレ

仮
設
水
洗

　

ト
イ
レ

仮
設
水
洗

　

ト
イ
レ

仮
設
水
洗

　

ト
イ
レ

　

今
年
も
芝
桜
開
花
期
間
中
、
園
内
の

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
駐
車
整
理

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
園

者
の
方
々
に
快
適
・
安
全
に
芝
桜
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
、
料
金
は
交

通
整
理
や
駐
車
場
警
備
の
た
め
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　

間　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月
６
日
㈰

　
　

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
更

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

金

大
型
バ
ス　
　
　

３
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

２
，
０
０
０
円

乗
用
車
（
軽
含
む
）　

５
０
０
円

二
輪
車　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
次
ペ
ー
ジ
の
駐
車
場
利
用
券
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ

　

て
、
駐
車
場
係
員
に
渡
し
て
く

　

だ
さ
い
。
（
４
月
号
の
市
報
に

　

も
掲
載
し
ま
す
。
）

※
駐
車
券
は
、
交
通
渋
滞
対
策
が

　

行
わ
れ
る
期
日
と
各
臨
時
駐
車

場
で
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

以
上
問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る

　

４
月
21
日
㈯

　
　
　

22
日
㈰

　
　
　

28
日
㈯

　
　
　

29
日
㈰
昭
和
の
日

　
　
　

30
日
㈪
振
替
休
日

　

５
月
３
日
㈭
憲
法
記
念
日

　
　
　

４
日
㈮
み
ど
り
の
日

　
　
　

５
日
㈯
こ
ど
も
の
日

　
　
　

６
日
㈰

の
９
日
間
を
対
象
と
し
、
交
通
渋
滞
の

緩
和
を
目
的
と
し
た
次
の
交
通
渋
滞
対

策
を
行
い
ま
す
。

対
策
内
容

１
．
電
車
に
よ
る
羊
山
公
園
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
園
を
促
進

　

ポ
ス
タ
ー
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
電
車
で
の
来
園
を
促
進
し
ま
す
。

２
．
来
園
者
の
車
両
誘
導

①
羊
山
公
園
内
道
路
と
ア
ク
セ
ス
道
路

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

芝
桜
開
花
期
間
中

　
「
芝
桜
の
丘
」
は

　
　

有
料
に
な
り
ま
す

羊
山
公
園
の

　
　

駐
車
場
は

有
料
に
な
り
ま
す

「
芝
桜
の
丘
」

　

開
花
期
に

交
通
渋
滞
対
策
を　

行
い
ま
す



○
坂
氷
交
差
点
で
右
左
折
す

る
車
両
の
信
号
待
ち
等
に

よ
る
後
続
車
の
渋
滞
、
徒

歩
に
よ
る
来
園
者
の
安

全
確
保
を
図
る
た
め
羊
山

公
園
内
道
路
の
交
通
規
制

（
車
両
進
入
禁
止
）
を
行

い
ま
す
。

○
羊
山
公
園
内
お
よ
び
ア
ク

セ
ス
道
路
交
通
規
制
予
定

時
間

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
交
通
渋
滞
対
策
を
行
う
期
日

（
時
間
帯
）
は
、
交
通
規
制

の
た
め
羊
山
公
園
内
の
駐
車

場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
中
心
市
街
地
で
の
車
両
混
雑
を
緩
和

す
る
た
め
、
駐
車
場
を
羊
山
公
園
近

郊
に
準
備
し
、
国
道
１
４
０
号
線
お

よ
び
２
９
９
号
線
か
ら
の
車
両
を
誘

導
し
ま
す
。
な
お
、
公
設
市
場
臨
時

駐
車
場
は
、
利
用
者
の
た
め
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
利
用
時
に
は
、
交
通
渋

滞
対
策
お
よ
び
環
境
対
策
事
業
（
広

報
・
誘
導
・
警
備
・
バ
ス
運
行
等
）

の
運
営
費
用
に
充
て
る
た
め
、
駐

車
整
理
料
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

芝
桜
植
栽
地
内
の
除
草
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

４
月
〜
10
月
の
毎
週
金
曜
日
、

午
前
７
時
〜
９
時
（
第
１
回
は
４
月
６

日
㈮
午
前
７
時
「
芝
桜
の
丘
」
集
合
）

募
集
期
間

　

３
月
23
日
㈮

ま
で

申
込
み
・
問
い

合
わ
せ

　

公
園
課
☎
22

－

２
６
０
３

　
　
　
（
直
通
）

　教育委員会では、基本的生活習慣の改善に向けた
取組の一環として、夏休みに標語を募集しました。
　優秀賞は次のとおりです。
秩父市長賞
小学生の部
　一日を元気にスタート朝ごはん

尾田蒔小学校２年　浅見　　廉
中学生の部
　朝食で　学力　体力　しっかりと
　　　　　　　　　影森中学校２年　根岸　雅崇
※その他各賞については、教育委員会ホームページ
（http://www.chichibu-stm.ed.jp/）をご覧ください。
　子どもの基本的生活習慣の乱れは、学力や体力の
低下につながります。「子どもは社会の共有財産」、
地域ぐるみで「早寝、早起き、朝ごはん」に取り組
みましょう。
問い合わせ　生涯学習課　☎２５－５２２９（直通）

基本的生活習慣の改善基本的生活習慣の改善
に向けた標語に向けた標語

入賞作品が決まりました入賞作品が決まりました

P 平成19年度

羊山公園内駐車場利用券

芝桜開花期間中　１回限り有効
自家用車（自動車（軽含む）・二輪車）のみ

※満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
※４月21日～５月６日の土・日・祝日（交通対策実施日）は、
公園内一般車両進入禁止のため、ご利用いただけません。
※この券の複製・コピーによる使用はできません。

平成19年度

羊山公園芝桜の丘　無料入園券

有料期間中　１回限り有効（４人まで）

※４月１日～５月10日（午前８時～午後５時）までのうち
有料期間中にご利用ください。
※この券の複製・コピーによる使用はできません。

芝
桜
除
草

芝
桜
除
草

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

③③



❹

廃
材
・
ご
み
類
の
投
棄
や

廃
材
・
ご
み
類
の
投
棄
や

埋
め
込
み
は
違
法
行
為
で
す
！

埋
め
込
み
は
違
法
行
為
で
す
！

所
有
地
内
で
あ
っ
て
も

「
不
法
投
棄

4

4

4

4

」と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す

　
「
こ
れ
ら
の
物
の
処
分
に
困
っ
て
、
空

き
地
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
し
ま
っ
た
。」、

「
お
金
が
か
か
る
し
面
倒
な
の
で
、
河

原
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
。」
な
ど
と
い
う

行
為
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ら
は
「
廃
棄
物
」
に
当
た
る
た
め
、

適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
投
棄
や
埋
め
込
み
を
行
う

と
、
周
辺
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
す
る

な
ど
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば

か
り
で
な
く
、「
不
法
投
棄
」
と
し
て

重
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

河
川
な
ど
の
公
共
の
土
地
や
他
人
の

土
地
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の

所
有
地
内
で
行
う
こ
と
も
一
切
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
行
為
を
見
か
け
た
場
合
は
、

市
役
所
、
秩
父
環
境
管
理
事
務
所
、
警

察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
材
・
ご
み
類
の
投
棄
や

廃
材
・
ご
み
類
の
投
棄
や

埋
め
込
み
は
違
法
行
為
で
す
！

埋
め
込
み
は
違
法
行
為
で
す
！

所
有
地
内
で
あ
っ
て
も

「
不
法
投
棄

4

4

4

4

」と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す

○
家
庭
か
ら
の
一
般
廃
棄
物

　

市
ま
た
は
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
ご
み
処
理
施
設
等
で
処
理
し
ま
す
。（
不

明
な
点
は
、
市
役
所
ま
た
は
秩
父
広
域

　

大
規
模
な
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、

原
状
へ
の
回
復
は
非
常
に
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

次
の
様
な
状
況
の
場
合
に
は
十
分
注

意
し
、
市
役
所
、
秩
父
環
境
管
理
事
務

所
、
警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

•
空
き
地
等
の
周
囲
に
高
い
ト
タ
ン
塀

が
作
ら
れ
、入
口
に
鉄
板
が
敷
か
れ
た
。

•
不
審
な
重
機
が
置
か
れ
た
り
、
大
き

な
穴
が
掘
ら
れ
た
り
し
た
。

•
早
朝
や
夜
間
に
重
機
の
音
や
ダ
ン
プ

の
出
入
り
が
あ
る
。

•
不
審
な
ダ
ン
プ
が
多
数
見
ら
れ
た
り
、

ナ
ン
バ
ー
が
ガ
ム
テ
ー
プ
や
泥
で
隠

し
た
り
し
て
あ
る
。

※
不
法
投
棄
の
罰
則（
廃
棄
物
処
理
法
）

 

「
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
の
併
科
」

 

（
法
人
に
関
し
て
は
行
為
者
を
罰
す
る

ほ
か
、さ
ら
に
１
億
円
以
下
の
罰
金
刑
）

　

土
砂
の
埋
め
立
て
を
行
う
場
合
は
、

規
模
等
に
よ
り
県
ま
た
は
市
の
許
可
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

秩
父
環
境
管
理
事
務
所
ま
た
は
市
役
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
一
般
廃
棄
物
、
土
砂
の
苦
情
対
応
等

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

○
一
般
廃
棄
物
の
処
理
相
談

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23

－

２
４
８
９

○
産
業
廃
棄
物
の
処
理
相
談
、
苦
情
対

応
等
、
土
砂
の
苦
情
対
応
等

　

埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
23

－

１
５
１
１

○
河
川
、国
道
、県
道
へ
の
不
法
投
棄
等

　

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所

　

☎
22

－

３
７
１
５

○
不
法
投
棄
等
の
摘
発

　

秩
父
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
24

－

０
１
１
０

　

小
鹿
野
警
察
署
生
活
安
全
係

　

☎
75

－

０
１
１
０

市
町
村
圏
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

○
事
業
所
や
建
設
業
者
等
か
ら
の
産
業

廃
棄
物

　

専
門
の
許
可
業
者
に
委
託
を
し
て
処

理
し
ま
す
。（
不
明
な
点
は
、
秩
父
環

境
管
理
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

廃
棄
物
の
処
理
方
法

廃
棄
物
の
処
理
方
法

大
規
模
な
不
法
投
棄
の
防
止

大
規
模
な
不
法
投
棄
の
防
止

土
砂
の
埋
め
立
て

土
砂
の
埋
め
立
て

・
物
置
や
小
屋
、
設
備
を
解
体
・

修
繕
し
た
廃
材
や
端
材

・
古
く
な
っ
た
農
機
具
や
家
電

製
品
、
粗
大
ご
み

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
や
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
容
器
類

・
生
活
ご
み
や
空
き
缶
な
ど

　

昨
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
が
、
１
月

現
在
で
収
集
量
62
ト
ン
（
一
世
帯
あ
た

り
、
５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
80

本
分
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
出

さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
秩

父
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
に
集
め

ら
れ
、
約
20
㎏

の
塊（
ベ
ー
ル
）

に
し
て
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
再
商

品
化
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
へ
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
の
事

業
者
か
ら
「
埼
玉
県
内
で
一
番
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
状
態
が
良
い
。」
と
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
再
資
源
化
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23

－

２
４
８
９
（
直
通
）

約20㎏のベール約20㎏のベール

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。



❺
みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

　

こ
の
写
真

は
、
２
月
２

日
に
東
町
の

御
花
畑
駅
に

あ
る
公
衆
ト

イ
レ
（
多
目

的
ト
イ
レ

内
）
で
、
発

見
さ
れ
た
焚

き
火
跡
の
様
子
で
す
。
こ
の
他
に
も
昨

年
の
４
月
か
ら
市
内
各
所
の
ト
イ
レ
で

器
物
破
損
（
網
戸
の
焼
却
・
ガ
ラ
ス
の

破
損
、
盗
難
な
ど
）
の
被
害
が
多
発
し

て
お
り
、
警
察
へ
の
被
害
届
も
5
回
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
衆
ト
イ
レ
は
、
市
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
で
も
環
境
整
備
な
ど
に

力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一

部
の
方
の
た
め
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

多
く
の
方
が
気
持
ち
よ
く
使
用
で
き

る
よ
う
、
大
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
器
物
破
損
や
不
審
な
人
物
を

見
か
け
た
と
い
う
方
は
、
生
活
衛
生
課

（
☎
25

－
５
２
０
２
（
直
通
）） 

ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

公衆トイレを公衆トイレを
大切に大切に

使いましょう使いましょう
　最近、車やバイク、自転車が歩行者の通行を妨
げる場面が多く見受けられます。もう一度ルール
を確認して、お互いに安全に通行できるようにし
ましょう。
１．横断歩道における歩行者等の優先　
　横断歩道等に接近する場合、横断歩道等の直前
で停止できるような速度で進行しなければなりま
せん。また、横断歩道等を横断しようとする歩行
者等があるときは、横断歩道等の前で必ず一時停
止し、歩行者等の通行を妨げないようにしなけれ
ばなりません。
２．自転車の歩道通行
　自転車は、自転車歩道通行可の標識のある歩道
を通行することができます。歩道の車道寄りの部
分を徐行してください。歩行者の通行を妨げるお
それのある場合には一時停止してください。
問い合わせ　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　秩父警察署　☎２４－０１１０
　　　　小鹿野警察署　☎７５－０１１０

交通ルールを
守りましょう！

　

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
第
１
次
基
本
集
計
結
果
（
確
定
値
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
確
定
値
を
用
い
て
、
秩
父
市
で
独
自
に
人
口
や
世
帯
数
等
を
集
計
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課
☎
22

－

２
２
０
４
（
直
通
）

平
成
17
年
国
勢
調
査
の
結
果

「
確
定
値
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成17年10月1日現在、秩父市の人口・世帯数および人口密度
平成17年人口 平成12年

人口
平成12年～ 17年の人口増減

世帯数 人口密度
（1㎢当たり）総　数 男 女 実数 率（％）

70,563 34,396 36,167 73,875 －3,312 －4.48 24,365 122.1

平成17年10月1日現在、旧荒川村の人口・世帯数および人口密度
平成17年人口 平成12年

人口
平成12年～ 17年の人口増減

世帯数 人口密度
（1㎢当たり）総　数 男 女 実数 率（％）

6,084 2,947 3,137 6,382 －298 －4.67 1,926 129.5

平成17年10月1日現在、旧秩父市の人口・世帯数および人口密度
平成17年人口 平成12年

人口
平成12年～ 17年の人口増減

世帯数 人口密度
（1㎢当たり）総　数 男 女 実数 率（％）

57,525 27,972 29,553 59,790 －2,265 －3.79 20,052 430.4

平成17年10月1日現在、旧吉田町の人口・世帯数および人口密度
平成17年人口 平成12年

人口
平成12年～ 17年の人口増減

世帯数 人口密度
（1㎢当たり）総　数 男 女 実数 率（％）

5,618 2,806 2,812 5,992 －374 －6.24 1,787 85.0

平成17年10月1日現在、旧大滝村の人口・世帯数および人口密度
平成17年人口 平成12年

人口
平成12年～ 17年の人口増減

世帯数 人口密度
（1㎢当たり）総　数 男 女 実数 率（％）

1,336 671 665 1,711 －375 －21.92 600 4.0



❻

昨
年
12
月
26
日
の
定
例
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
秩
父
市
立
小
・
中
学
校
管

理
規
則
の
一
部
を
改
正
し
、
来
年
度
か

ら
夏
休
み
の
終
わ
り
を
現
在
の
「
８
月

31
日
」
か
ら
「
８
月
24
日
」
に
改
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
教
育
委
員
会
で

は
、
昨
年
の
６
月
以
降
協
議
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
授
業
時
間
の
増
加
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
も
と
に
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、

最
終
的
に
は
、
秩
父
の
子
ど
も
た
ち
の

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
夏
休

み
を
短
縮
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の

結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

学力向上を目指し学力向上を目指し
「夏休み短縮」に「夏休み短縮」に
　取り組みます　取り組みます

　

学
校
週
５
日
制
の
導
入
に
伴
い
、
土

曜
休
み
は
平
成
４
年
度
か
ら
月
１
回
、

平
成
７
年
度
か
ら
月
２
回
（
授
業
日
数

約
２
１
７
日
）、
そ
し
て
平
成
14
年
度

か
ら
全
面
実
施
（
授
業
日
数
約
１
９
９

日
）
と
な
り
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

完
全
学
校
週
５
日
制
の
実
施
に
よ
り

授
業
実
施
時
数
は
大
幅
に
縮
減
さ
れ
、

学
習
指
導
要
領
で
は
教
育
内
容
が
厳
選

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
近
年
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
水
準
が
低
下
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
秩
父
市

の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
授
業
の
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
授
業
時
間
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
の
結

論
に
達
し
ま
し
た
。

　

授
業
時
間
増
加
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
で
は
、
何
ら
か
の
形
で

授
業
時
間
の
増
加
を
願
う

声
が
約
７
割
、
そ
の
う
ち

長
期
休
業
日
の
短
縮
を
望

む
声
が
半
数
を
超
え
て
お

り
、
今
回
の
決
定
が
、
お

お
む
ね
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
に
応
え
る
こ
と

に
な
る
と
捉
え
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
そ

の
他
の
方
法
と
し
て
土
曜

日
授
業
実
施
を
望
む
声

が
16
・
５
％
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
国
の
方
針
が
学
校

週
５
日
制
を
堅
持
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
た
め
に
、
恒
常
的
に
土
曜
日
の
授

業
は
実
施
で
き
な
い
こ
と
か
ら
今
回
の

決
定
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
短
縮
さ
せ
授
業
日
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
学
力
向
上
の
み
な
ら

ず
、
教
師
と
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

う
時
間
を
確
保
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

一
人
ひ
と
り
を
見
つ
め
た
教
育
が
行
え

ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
に
お
い
て
十
分
に
配
慮

し
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
の
学
力
、
体
力
を
伸
ば

す
た
め
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
等
の
基
本

的
生
活
習
慣
を
し
っ
か
り
身
に
付
け

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
引
き
続
き
見
守
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　

☎
25

－

５
２
２
８
（
直
通
）

趣
旨
１　

学
力
向
上
を
目
指
す

趣
旨
２　

保
護
者
の

　
　

要
望
に
応
え
る

趣
旨
３　

教
師
と
子
ど
も
の

　
　
　
　

ふ
れ
あ
う
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　

確
保
す
る

【
実
施
に
あ
た
っ
て
】

授業時間増加等のアンケート調査結果
１．対象者　市内小・中学校保護者（家庭数　5,293）
２．実施日　平成18年10月23日
３．回収率　4,270（80.7％）
４．結　果　下記のとおり

項　　　　目
集　　　計

小学校 中学校 計（割合）

１　夏休みの終わりを１週
間繰り上げ、５日間の
半日授業を実施する。

339 195 534（12.4%）

２　夏休みの終わりを１週
間繰り上げ、５日間の
１日授業を実施する。

642 285 927（21.6％）

３　夏休みと冬休みの両方を
短くし、合わせて５日間
の半日授業を実施する。

91 48 139　（3.2％）

４　夏休みと冬休みの両方を
短くし、合わせて５日間
の１日授業を実施する。

353 169 522（12.2％）

５　今までどおり 722 477 1,199（27.9％）

６　その他の方法 619 351 970（22.6％）

全　体　合　計 2,766 1,525 4,291　（100％）

＊「その他の方法」における多い順３位まで
　１　土曜日授業実施　　　　　　707（16.5％）
　２　夏休みの始まりを遅らせる　 76（1.1％）
　３　平日の授業を増やす　　　　 33（0.8％）
＊　調査対象家庭数　5,293　回収数　4,270（一部複数回答あり）
　　回収率　80.7％



❼

皆さんこんにちは。秩父市は、合併してまも
なく３年目を迎えます。この間、さまざまな公
共事業を実施し、市内各地の基盤整備を進めて
きました。特に、合併効果で生まれた尊い財源
は、未来の秩父を担う子どもたちの教育施設の
充実に重点的に投資をしています。本年度は、
秩父第一中学校と吉田中学校の改築という大き
な事業に取り組んでいるところです。
この学校建設にあたって、「なぜ市内業者に

発注できなかったのか？」という投書、さらに
は、あたかも入札に関わる不正があったのでは
ないか、というような噂も耳にいたしましたの
で、この際、入札方法を正しくお知らせするこ
とにいたしました。
公共工事発注に際しては、万が一にも業者と
の癒着や談合等の不正行為があってはならない
ことですので、庁内担当者会議で公正・公平・
透明性の高い入札方法を検討し、高い技術力と
経営力を持つ企業が参加できるよう選定基準を
策定し、進めたところです。現在、公共事業に
関わる会社のすべては、国が定めた「経営事項
審査」を受けられて、それぞれが自社の点数を
持っています。２つの学校の建設は、特に大規
模事業ですので、建設を請け負うのにふさわし
い評価点を持っている県内登録企業ならば、ど
なたでも自由に参加できる透明性・公明性・競
争性の高い「一般競争入札」にいたしました。
もちろん、この入札には市内の高い点数を持っ
た建設業者も参加しましたが、落札には至らな
かったようです。結果として、２校の請負者は、
市外の業者になりましたが、予定した工事費
より３億円以上も安く発注することができまし
た。請け負った事業者には、できる限り市内業
者を生かしていただけるようお願いをいたしま
した。その後、聞き及びますと多くの市内業者
が関連事業に参加され、学校建設は着々と進ん
でいます。
秩父市ではこれからも公共工事の発注にあた
っては厳正に対処するとともに、できる限り市
内業者が優先的に入札に参加できるよう努めて
まいります。

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
コ
テ
ー
ジ

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
森
の
コ
テ
ー
ジ
体
験
工
房
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
な
の
で
地
元
の
方
に
は
な

か
な
か
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
、
都
市
住
民
の
皆

さ
ん
と
も
交
流
で
き
る
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
く
た
め
、
コ
テ
ー
ジ
内
で
で
き

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
秩
父
市
の
施
設
で
あ
る
「
秩
父
ミ

ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
コ
テ
ー
ジ
」
に
遊
び
に

き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
験
工
房
の
開
設
日
程

　

３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
コ
テ
ー
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
食
事
も

で
き
、
一
日
ゆ
っ
く
り
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
が
で
き
ま
す
。

体
験
工
房
の
メ
ニ
ュ
ー

　

押
し
花
絵
、
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、

風
景
ス
ケ
ッ
チ
、
土
笛
づ
く
り
、
ア
ロ

マ
体
験
、
古
布
で
小
物
づ
く
り
、
秩
父

銘
仙
の
着
付
（
着
物
な
ど
は
ご
用
意
く

だ
さ
い
。）、
カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
、
流

木
ク
ラ
フ
ト　

な
ど

森
の
コ
テ
ー
ジ
で　
　
　
　
　
　
　
　

森
の
コ
テ
ー
ジ
で　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

体
験
工
房
を
開
催
し
ま
す
！

体
験
工
房
を
開
催
し
ま
す
！

森
の
コ
テ
ー
ジ
で　
　
　
　
　
　
　
　

森
の
コ
テ
ー
ジ
で　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

体
験
工
房
を
開
催
し
ま
す
！

体
験
工
房
を
開
催
し
ま
す
！

体
験
工
房
の
体
験
料

　

そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
１
，０
０
０
円
程
度
で
す
。（
材

料
費
別
）

問
い
合
わ
せ

　

交
流
居
住
促
進
協
議
会

　

事
務
局
：
企
画
課
☎
22

－

２
２
０
２

※
都
市
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
秩
父
の
魅

力
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
た
め
、「
田

舎
暮
ら
し
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
交
流

居
住
の
ス
ス
メ
」
で
秩
父
市
の
交
流

事
業
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
都
市
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
事
業
な
ど
の
企
画
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

http://kouryu-kyoju.net/1
1
2
0
7
1
/

index.php



❽

対　

象　

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳

未
満
の
方
を
、
家
庭
に
お
い
て
育
て
て

い
る
方

　

障
が
い
が
あ
る
方
と
は
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
り
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
で

す
。（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
、
２
級
、
３
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、

Ｂ
を
お
持
ち
の
方
で
す
。）

　

た
だ
し
、
同
居
の
家
族
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。

手
当
額　

障
が
い
に
応
じ
て
１
級
、
２

級
に
分
か
れ
ま
す
。
１
級
の
重
度
の
場

合
月
５
０
，
７
５
０
円
、
２
級
の
中
度

の
場
合
月
３
３
，
８
０
０
円
で
す
。

※
社
会
福
祉
施
設（
通
園
施
設
は
除
く
）

に
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

福
祉
手
当
・

福
祉
手
当
・

　

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て

　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
２
級
、

療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
を
お
持
ち
で
、
在
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方

手
当
額　

月
５
，
０
０
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
他
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

対　

象　

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務

者
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額　

月
１
４
，
３
８
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

○
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
あ
る
方

○
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

１
つ
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
年
金
法
２

級
程
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る

方
○
肢
体
不
自
由
で
、
国
民
年
金
法
１
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方

○
内
部
障
が
い
お
よ
び
そ
の
他
疾
患
で
、

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
絶
対
安
静
の
方

○
精
神
障
が
い（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

手
当
額　

月
２
６
，
４
４
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

○
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

対　

象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
を
お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の
方

○
65
歳
以
上
で
老
人
保
健
法
の
「
障
害

認
定
」
を
受
け
た
方

　

以
上
の
手
当
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
養

育
者

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

○
未
婚
の
母
で
父
が
い
な
い
児
童
（
認

知
さ
れ
て
い
る
児
童
も
対
象
）

○
そ
の
他
の
理
由
で
父
が
い
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

等
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
時

は
、
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
者
や
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
時

○
申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
等
（
母
子
生
活
支
援

施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

○
そ
の
他
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額　

児
童
１
人
の
場
合
は
、
所
得

に
応
じ
て
、
全
部
支
給
（
月
額
４
１
，

７
２
０
円
）
と
一
部
支
給
（
所
得
に
よ

り
、
月
額
４
１
，
７
１
０
円
か
ら
９
，

８
５
０
円
ま
で
）
の
２
区
分
に
な
り
ま
す
。

注　

意　
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
な

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

お
子
さ
ん
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
、
医

療
保
険
制
度
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

❶
特
別
児
童
扶
養
手
当

❶
特
別
児
童
扶
養
手
当

❷
在
宅
重
度

❷
在
宅
重
度

　
　
　

心
身
障
害
者
手
当

　
　
　

心
身
障
害
者
手
当

❸
障
害
児
福
祉
手
当

❸
障
害
児
福
祉
手
当

❹
特
別
障
害
者
手
当

❹
特
別
障
害
者
手
当

❺
重
度
心
身
障
害
者

❺
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　

医
療
費

　
　
　
　
　
　
　

医
療
費

❻
児
童
扶
養
手
当

❻
児
童
扶
養
手
当

❼
ひ
と
り
親
家
庭
等

❼
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　
　
　

医
療
費

　
　
　
　
　
　
　

医
療
費



❾

ひ
と
り
親
家
庭
等
と
は

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
家
庭
で
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童

○
そ
の
他
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
が
い

な
い
児
童

※
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
「
児
童
」
に
つ
い
て
は
、
❻
児
童
扶

養
手
当
の
注
意
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
が
医
療
保
険
制
度
で
医
療
を

受
け
た
場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

対　

象　

本
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

し
、
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

乳
幼
児
の
保
護
者

登
録
申
請　

出
生
・
転
入
時
に
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
期
間　

申
請
日
か
ら
、
小
学
校
就
学

の
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で

保
険
の
変
更　

加
入
医
療
保
険
に
変
更
が
あ

っ
た
時
は
、
速
や
か
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
請
求
は
お
早
め
に
！

問
い
合
わ
せ

①
〜
⑤
は
社
会
福
祉
課
☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
１
６
７
・
１
１
６
８

⑥
〜
⑧
は
こ
ど
も
課
☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
１
８
３
・
１
１
８
４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

❽
乳
幼
児
医
療
費

❽
乳
幼
児
医
療
費

対　

象

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

※
た
だ
し
、
自
動
車
等
燃
料
費
補
助
を

受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

１
年
度
24
枚

利
用
方
法　

１
回
の
利
用
に
１
枚
を
使
用

し
、
初
乗
り
基
本
料
金
を
補
助

申
込
み　

４
月
２
日
㈪
か
ら
、
手
帳
と

印
鑑
を
持
っ
て
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
以
降
、
平
成
18
年
度
分
の

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

残
券
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
個
人

所
有
の
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
）
を
運
転
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
秩
父
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
お
よ
び
難
病
患
者
通
院
交
通
費
補
助
金

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

③
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
所
持
す
る

知
的
障
が
い
児
（
者
）
と
同
居
し
、

移
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
方　
　
　

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

補
助
額　

使
用
し
た
燃
料
１
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
50
円
と
し
、
１
か
月
の
補
助
対

象
量
は
自
動
車
30
リ
ッ
ト
ル
、
バ
イ
ク

10
リ
ッ
ト
ル
が
限
度
で
す
。

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
持
っ
て
、
社
会

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
受
給
資
格
は
、
認
定
さ
れ

た
月
か
ら
発
生
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証

明
書

以
上
問
い
合
わ
せ　

　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
８

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
満
65
歳
以

上
の
方

利
用
回
数　

家
庭
に
入
浴
設
備
の
あ
る
方

は
月
１
回
、
設
備
の
な
い
方
は
月
３
回

利
用
施
設　

市
内
各
公
衆
浴
場

※
さ
く
ら
湯
は
、
平
成
18
年
12
月
31
日

で
営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

利
用
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
㈪

申
込
受
付　

３
月
30
日
㈮
か
ら

※
平
成
19
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方
は
、

そ
の
時
点
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

平
成
平
成
1919
年
度
分

年
度
分

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

交
付
し
ま
す

在
宅
重
度

在
宅
重
度

　

心
身
障
が
い
児（
者
）に　

　

心
身
障
が
い
児（
者
）に　

　
　

自
動
車
等
燃
料
費
の

　
　

自
動
車
等
燃
料
費
の

　
　
　

一
部
補
助
を

　
　
　

一
部
補
助
を

　
　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

　
　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

平
成
平
成
1919
年
度
分

年
度
分

　

無
料
敬
老
入
浴
券
を

　

無
料
敬
老
入
浴
券
を

　
　
　
　

交
付
し
ま
す

　
　
　
　

交
付
し
ま
す



10

•
日
本
国
籍
を
有
し
昭
和
62
年
４
月
９

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
昨
年
の

12
月
29
日
ま
で
に
秩
父
市
に
住
民
登

録
を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

•
秩
父
市
に
３
か
月
以
上
住
所
を
有
し

　

県
議
会
議
員
選
挙
は
今
回
か
ら
選
挙

区
の
変
更
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、秩
父
市

は
市
全
域
で
一
つ
の
選
挙
区（
北
第
１
区
）

と
な
り
定
数
は
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
か
ら
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所

の
、
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
持
参
の
う

　

３
月
１
日
以
降
、
市
内
転
居
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

て
い
た
方
で
、
昨
年
の
12
月
30
日
以

降
埼
玉
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
転
出

し
、
引
き
続
き
そ
の
市
町
村
に
住
所

を
有
す
る
方
（
市
町
村
長
が
発
行
す

る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。）

　

朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・
日
経
・

毎
日
・
読
売
の
朝
刊
に
折
り
込
み
、
配

付
し
ま
す
。

　

右
記
以
外
の
新
聞
を
購
読
の
方
、
未

購
読
の
方
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
・
各
総
合
支
所
・

各
公
民
館
に
て
配
付
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22

－

８
２
０
０
（
直
通
）

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
３
０
０
・
１
３
０
１

え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
本
庁
と
総
合
支
所
の
期
日

前
投
票
所
は
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場　　　所 期　　間 時　　間

秩父市役所
　本庁４階会議室

３月31日㈯～
４月７日㈯

午前8時30分～
午後8時

吉　田
大　滝　総合支所
荒　川

４月２日㈪～
４月７日㈯

午前8時30分～
午後8時

期日前投票所の場所および期間・時間

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
は
４
月
８
日
㈰
で
す

投
票
日
は
４
月
８
日
㈰
で
す

　

市
で
は
、
学
校
内
へ
の
不
審
者
侵

入
対
策
と
し
て
、
未
設
置
で
あ
っ
た
吉

田
・
大
滝
・
荒
川

地
域
の
各
小
学
校

お
よ
び
市
立
幼
稚

園
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
す
。

　

門
な
ど
の
出
入

り
口
、
建
物
の
影

な
ど
死
角
と
な
る

箇
所
を
防
犯
カ
メ

ラ
に
よ
っ
て
24
時
間
監
視
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
学
校
防
犯
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
施
設
の

破
損
な
ど
に
対
す
る
抑
止
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

秩
父
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
７
（
直
通
）

小
学
校
に

小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す

を
設
置
し
ま
す

　次の方々から、寄附をいただきました。温か
な善意に感謝し、ご紹介します。

（平成19年１月）
◎社会福祉のために

▼16日、宗福寺（井上周二住職）から22,500円
◎交通遺児のために

▼ 15日、武甲酒造㈱(長谷川浩一社長)から
14,248円

ご寄附ありがとうございました

町会長が交代しました

　このたび、次のとおり町会長の交代が
ありましたのでお知らせします。

（敬称略）

町 会 名 新任町会長

永　田　町 加　藤　勝　市

選挙くん

選
挙
区
お
よ
び
定
数

選
挙
区
お
よ
び
定
数

秩
父
市
で
投
票
で
き
る
方

秩
父
市
で
投
票
で
き
る
方

市
内
転
居
者
の
投
票

市
内
転
居
者
の
投
票

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

選
挙
公
報
の
配
布
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内
容
・
日
程　

左
記
一
覧
表
の
と
お
り

対　

象

一
般
教
養
講
座　

一
般
成
人

専
門
講
座　

一
般
教
養
講
座
を
修
了
し

た
方

定　

員　

一
般
教
養
講
座　

60
人

専
門
講
座　

各
コ
ー
ス
15
人　
　

受
講
料　
各
講
座
と
も
年
間
５
，０
０
０
円

申
込
受
付　

各
講
座
と
も
、
４
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
予
定
）、
歴

史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１
・
２
・
３
で
受

付
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項

①
申
込
み
は
原
則
と
し
て
本
人
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
み
不
可
）

②
受
付
は
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

③
申
込
み
の
際
は
受
講
料
と
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

 

☎
22

－

０
４
２
０　

　

秩
父
地
域
の
植
物
等
の
自
然
環
境
、
風
土
・
歴
史
等
の
社
会
環
境
、
文
化
・

民
俗
芸
能
等
に
つ
い
て
専
門
的
な
講
義
お
よ
び
実
技
を
学
ぶ
、
ち
ち
ぶ
学
セ

ミ
ナ
ー
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

秩
父
市
大
学
講
座

秩
父
市
大
学
講
座

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

1　一般教養講座
分野 回 開催日時・会　場 内　　容 ・ 講　　師
開 講 式
公開講座

４月28日㈯　午後１時30分
ホール

「歴史に学び、未来を読む」
歴史家・作家　　　　　　　　　加来　耕三

自然
1 ５月12日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「秩父の地質⑵」
元県立皆野高等学校校長　　　　吉田　健一

2 ５月26日㈯　午後１時30分
研修室2・3

「秩父の野生動物、現在と未来」
東京大学準教授、埼玉県文化財保護審議会委員　石田　　健

文学
歴史 3 ６月９日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「秩父を掘る⑵」
元埼玉県文化財保護審議会委員　小林　　茂

自然
4 ６月21日㈭　午後６時30分

研修室2・3
「峠の国・秩父」
県立自然の博物館学芸主幹　　　大久根　茂

5 ７月12日㈭　午後６時30分
研修室2・3

「秩父の山のこと、川のこと⑵」
元埼玉県鳥獣保護員　　　　　　長島　　明

文学
歴史

6 ７月26日㈭　午後６時30分
研修室2・3

「近世秩父の地方騒動・打ちこわし・一揆」
秩父市文化財保護審議委員会委員長　　千嶋　　壽

7 ８月25日㈯　午後１時30分
研修室2・3

「秩父の偉人　松本萬年の『田舎繁昌記』」
大東文化大学中国語学科講師　　小林　光考

公開講座 ９月８日㈯　午後１時30分
ホール

「秩父のまちづくり
～地域を元気にするコミュニティ・ビジネスの可能性～」

コミュニティビジネス総合研究所代表　細内　信孝

文学
歴史

8 ９月22日㈯　午後１時30分
研修室2・3

「秩父文学の旅」
さいたま文学館主任学芸員　　　服部　　武

9 10月13日㈯　午後１時30分
研修室2・3

「斎藤茂吉と秩父」
NHK学園オープンスクール講師 新井　英之

10 10月25日㈭　午後６時30分
研修室2・3

「秩父事件－その後の副隊長 落合寅市の軌跡－」
元中・小学校長　　　　　　　　引間　春一

民俗
芸能 11 11月10日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「日本のコミュニティと祭礼文化」
京都大学名誉教授　　　　　　　薗田　　稔

文学
歴史 12 11月24日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「中世の武蔵武士団-合戦・信仰・生活-」
獨協大学経済学部教授　　　　　新井　孝重

まち
づくり 13 12月15日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「見えないものを見る」
放送大学埼玉学習センター所長、
東京大学名誉教授、埼玉大学名誉教授　　　毛利　信男

民俗
芸能 14 １月12日㈯　午後１時30分

研修室2・3
「三峯の獅子舞について」
秩父市文化財保護審議委員会委員　　千島　幸明

まち
づくり

15 １月26日㈯　午後１時30分
研修室2・3

「ドイツの音楽文化～秩父との接点も含めて～」
ピアニスト　 　　　　　　　　　髙橋　　望

16 ２月７日㈭　午後６時30分
研修室2・3

「桑の木と共に我が人生」
洋画家・日展会友光風会会員　　近藤壽一郎

閉 講 式
研究発表会

３月８日㈯　午後１時30分
ホール 専門講座各コースの研究成果発表

平成19年度　ちちぶ学セミナー

2　専門講座
コース・概要・講師 月　日 ・ 会　場 ・ 内　容

① 秩父の石仏採訪コース 開講式・公開講座　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　４月28日㈯午後１時30分～

データマップに挑戦!!
身近な石仏調査からはじめます。
（講師）
秩父市文化財保護審議委員会委員長

千嶋　　壽

講　　義
現地調査
調査報告
レポート
講　　評

５月19日㈯午前10時～　　　　研修室　１回
５月～10月　　　　　　　　　野　外　２回
11月中の土曜日　　　　　　　研修室　１回
12月末提出
１～２月中の土曜日　　　　　研修室　１回

閉講式・研究発表　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　３月８日㈯午後１時30分～

② 秩父の祭りを探るコース 開講式・公開講座　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　４月28日㈯午後１時30分～

秩父には多くの祭りが伝えられ
ています。こうした祭りを実際
に見学し、祭りや民俗芸能の見
方、調べ方を学びます。
（講師）
埼玉県文化財保護審議会委員

栃原　嗣雄

講　　義
現地調査
調査報告
レポート
講　　評

５月19日㈯午後１時30分～　　研修室　１回
５月～10月　　　　　　　　　野　外　２回
11月中の土曜日　　　　　　　研修室　１回
12月末提出
１～２月中の土曜日　　　　　研修室　１回

閉講式・研究発表　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　３月８日㈯午後１時30分～
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市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
新

し
い
芸
術
文
化
の
創
造
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

市
の
将
来
都
市
像
に
掲
げ
た
「
環
境

重
視
・
経
済
回
生
」
自
然
と
人
の
ハ
ー

モ
ニ
ー　

環
境
・
観
光
文
化
都
市
を
実

現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を

携
え
て
着
々
と
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
今

年
度
の
成
果
発
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

歌
う
こ
と
、
踊
る
こ
と
、
演
じ
る
こ

と
の
好
き
な
仲
間
が
集
い
、
世
界
的
に

著
名
な
蜷
川
芸
術
監
督
（
彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
芸
術
監
督
）
と
と
も
に

数
々
の
舞
台
演
出
を
手
が
け
る
石
丸
さ

ち
子
氏
の
指
導
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
舞

台
芸
術
の
創
作
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
お
世
話
に
な
り
ま
す
〜

秩
父
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

秩
父
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

お
披
露
目
稽
古
場
試
演
会

お
披
露
目
稽
古
場
試
演
会
　

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
育
成
を
夢
見

て
室
内
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
管
楽
器
を

中
心
と
し
た
催
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
弦
楽
器
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
お
よ
び
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

と　

き

コ
ン
サ
ー
ト　

　

３
月
24
日
㈯
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

と　

き　

３
月
23
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

発
表
内
容　

ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
、

宇
野
イ
サ
ム
氏
の
戯
曲
か
ら
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
に
て
数
本
上
演
ほ
か

公
開
レ
ッ
ス
ン

　

３
月
24
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

※
指
導
楽
器
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ

ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

で
す
。

※
公
開
レ
ッ
ス
ン
は
、
事
前
申
込
み
が

必
要
で
す
。

※
指
導
料
と
し
て
大
人
１
，
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル
ほ

か
（
入
場
無
料
）

演
奏
曲
目　

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト　

ピ
ア
ノ
五
重
奏「
ま
す
」よ
り

　

サ
ン
サ
ー
ン
ス　

白
鳥
、
象
の
ワ
ル

ツ
ほ
か

出
演
者　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
小
泉
百
合

香
、ヴ
ィ
オ
ラ
：
齋
藤
英
恵
、チ
ェ
ロ
：

町
田
妙
子
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
：
岡
澤
亜

希
子
、
ピ
ア
ノ
：
高
橋　

望

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局
：
企
画
課
☎
22

－

２
２
０
２

弦
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
＆

公
開
レ
ッ
ス
ン

ダンスのレッスン風景▶

◀芝居の稽古風景

平日夜間窓口 最終日曜窓口 4月臨時窓口 休 日 窓 口
３月22日
４月12日 ３月25日 4月1日

（収納課を除く）
３月25日・４月１日を除く

土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課（収納課のみ４月１日を除
く）・学校教育課（４月１日のみ）

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録
・証明、所得課税証明など税証
明の発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口のお昼時は混雑するため、手続きに時間がか
かる場合があります。あらかじめご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
3/1０

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
4/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
8 ９ 10 11 12 13 14

臨時窓口開設日
　４月１日㈰
　午前８時30分～
　　午後５時15分

開設窓口　市民課、保
険年金課、こども
課、学校教育課

問い合わせ
　市民課市民担当
　☎２２－２２１１

内線１１１７

４
月
の
転
入
・
転
出
に

あ
わ
せ
て

本
庁
臨
時
窓
口
を

開
設
し
ま
す

支援事業の支援事業の
成果発表！成果発表！
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改
正
の
ポ
イ
ン
ト　

１
．
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の

拡
大

　

男
性
に
対
す
る
差
別
も
禁
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の
差
別
禁
止
事
項
に

加
え
、
降
格
、
職
種
変
更
、
パ
ー
ト
へ

の
変
更
な
ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
退

職
勧
奨
、
雇
い
止
め
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
業

務
遂
行
上
の
必
要
な
ど
合
理
的
な
理
由

が
な
い
場
合
、
間
接
差
別
と
し
て
禁
止

さ
れ
ま
す
。

•
労
働
者
の
募
集
ま
た
は
採
用
に
あ
た

っ
て
、
労
働
者
の
身
長
、
体
重
ま
た

は
体
力
を
要
件
と
す
る
こ
と

•
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け
る
「
総

合
職
」
の
募
集
や
採
用
に
あ
た
り
、

転
居
を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と

•
昇
進
に
当
た
り
、
転
勤
経
験
が
あ
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と

２
．
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
い
の
禁
止

　

省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
不
利
益

取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
理
由

•
均
等
法
の
母
性
健
康
管
理
措
置
を
受

け
た
こ
と

•
労
働
基
準
法
の
母
性
保
護
措
置
を
受

け
た
こ
と

•
妊
娠
ま
た
は
出
産
に
よ
る
能
率
低
下

ま
た
は
労
働
不
能
が
生
じ
た
こ
と　

な
ど

不
利
益
取
扱
い
の
例　

解
雇
、
雇
い
止

め
、
退
職
ま
た
は
労
働
契
約
内
容
変
更

の
強
要
、
降
格
、
就
業
環
境
を
害
す
る

こ
と
、
減
給
や
賞
与
等
の
不
利
益
な
算

定
、
不
利
益
な
配
置
変
更
、
派
遣
労
働

者
に
つ
い
て
派
遣
先
が
当
該
派
遣
労
働

者
の
役
務
の
提
供
を
拒
む
こ
と　

な
ど

　

な
お
、
妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
の

解
雇
は
、「
妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後

休
業
の
取
得
等
を
理
由
と
す
る
解
雇
で

な
い
こ
と
」
を
事
業
主
が
証
明
し
な
い

限
り
無
効
と
な
り
ま
す
。

３
．
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

女
性
に
加
え
、
男
性
に
対
す
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
含
め
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
す
。

４
．
母
性
健
康
管
理
措
置

　

事
業
主
は
、
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後

の
健
康
管
理
に
関
す
る
措
置
（
時
差
通

勤
、
勤
務
時
間
の
短
縮
等
）
を
講
ず
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

３
、４
に
関
し
て
は
措
置
が
講
じ
ら

れ
ず
是
正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
、

企
業
名
公
表
の
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、

紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
紛
争
解
決
援
助

の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

６
２
１
０

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
の
多

い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
は
、
皆

さ
ん
の
居
住
関
係
を
記
録
し
、
選
挙
人

名
簿
へ
の
登
録
、
義
務
教
育
の
就
学
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

引
っ
越
し
を
し
て
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
や
世
帯
構
成
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
（
転
出
す
る
と
き
は
あ
ら

か
じ
め
）
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
所
は
生
活
の
本
拠
と
す
る

と
こ
ろ
を
正
し
く
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
第
三

者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
虚
偽
の
届

出
を
す
る
と
い
う
事
件
が
全
国
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
正
な
届
出
を
防
止
す

る
た
め
、
窓
口
に
て
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
届
出
の
際
は
窓
口
に

来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
住
民
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
住
民
担
当

☎
22

－

５
３
４
８
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は

　

住
民
異
動
届
を
し
ま
し
ょ
う

　

住
民
異
動
届
を
し
ま
し
ょ
う

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
変
わ
り
ま
す

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
変
わ
り
ま
す

〜
平
成

〜
平
成
1919
年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
〜

年
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
〜

　１月31日、中央公民館と原谷公民館の
手芸クラブの皆さんが、さやか学園を訪
問し、手編みのマフラー52枚を贈りまし
た。
　入園者の方々は、手渡された冬にぴっ
たりの温かなプレゼントを喜び、さっそ
くマフラーを試着して、手芸クラブの皆
さんと楽しいひとときを過ごしました。
問い合わせ　中央公民館　☎２２－０４２０

公民館手芸クラブから公民館手芸クラブから

冬にぴったりのプレゼント冬にぴったりのプレゼント
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　平成19年度の土地・家屋にかかる固定資産税は、
平成19年１月１日現在の状況によって課税されます。
　土地・家屋価格等縦覧帳簿は、この現況による土
地・家屋の地目や構造、面積、評価額などを明らか
にするため市に備え付けるもので、地区別、所在地
順に内容を列記してあります。
　縦覧の対象者は、土地価格等縦覧帳簿は土地に対
して課する固定資産税の納税者、家屋価格等縦覧帳
簿は家屋に対して課する固定資産税の納税者となり
ます。
縦覧期間　４月２日㈪～５月31日㈭（午前８時30分～

午後５時15分）（土・日・祝日は除く）

縦覧場所　課税課、吉田総合支所、大滝総合支所、荒
川総合支所

　閲覧できる内容や必要な書類などについて規定が
ありますので、詳しくはお問い合わせください。
　なお、固定資産税の納税通知書（納付書）は、５
月上旬にお送りする予定です。
　固定資産の価格に異議のある方は、４月２日㈪か
ら、納税通知書の交付を受けた日後60日までの間に、
固定資産評価審査委員会に審査の申出ができます。
問い合わせ　課税課資産税担当
　　☎２２－２２１１　内線１２７８・１２７９

公正で透明な税負担を！公正で透明な税負担を！
無料でご覧になれます

土地・家屋縦覧帳簿土地・家屋縦覧帳簿

》》》》》》 審査の申出ができます 《《《《《《
　固定資産課税台帳に登録された価格について不服がある納税者は、縦覧開始日の４月２日㈪から、納税通
知書の交付を受けた日後60日までの間に、固定資産評価審査委員会に審査の申出ができます。

【固定資産税の評価における審査申出制度等のフローチャート】

価格等の決定
（市町村長）

固定資産課税台帳への登録
（市町村長）

台帳登録の公示
（市町村長）

納税通知書の送付
（市町村長）

土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿の作成

（市町村長）

土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

市町村長への不服申立（賦
課処分・価格以外の一定の
台帳登録事項)（納税者）

毎年3月31日までに決定

価格決定後
直ちに台帳に登録

台帳登録後直ちに固定資産税台帳に登録すべき固定
資産の価格等のすべてを登録した旨を公示

固定資産評価審査委員会へ
の審査の申出（納税者）

審査の決定
（審査委員会）

裁判所への取消の訴え
（納税者）

台帳登録の公示の日から納税通知書の交付
を受けた日後60日までの間

申出を受けた日から30日以内に審査決定

審査委員会の決定に不服があるときは、そ
の決定があったことを知った日から６か月
以内に決定の取消の訴えを提起することが
できる

納税通知書の交付を受けた日の
翌日から起算して60日以内

問い合わせ　秩父市固定資産評価審査委員会　☎２２－２２１１　内線１３００・１３０１　

４月２日から
最初の納期限の日までの間

（４月以降）
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市
・
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
の
指
導
者
が
、
そ
の
団
体

の
活
動
中
（
指
定
の
練
習
日
）
な
ど
に
、

指
導
中
の
過
失
が
も
と
で
、
損
害
賠
償

責
任
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
て
、
保
険

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

該
当
団
体
は
、
次
の
窓
口
で
加
入
手
続

き
を
と
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
傷
害
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
団
体
範
囲　

•
秩
父
市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
の
各

加
盟
ク
ラ
ブ

•
秩
父
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
盟
団
体

•
秩
父
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

加
盟
団
体

•
秩
父
市
青
少
年
育
成
協
議
会
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動

•
そ
の
他
、
市
が
認
め
る
活
動

加
入
資
格　

右
記
の
団
体
ま
た
は
活
動
の

指
導
者（
無
償
で
指
導
す
る
場
合
に
限

る
）

保
険
料　

市
が
負
担
す
る
た
め
無
料

受
付
窓
口　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

　

平
成
19
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
を
３
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
、
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
奉
仕
活
動

等
を
行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
活
動

中
の
傷
害
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
補

償
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
や
指
導
者
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、

ぜ
ひ
こ
の
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掛
け
金
振
込
み
を
平
成
18
年
度
ま
で

「
埼
玉
り
そ
な
銀
行
」
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
郵

便
局
窓
口
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
20
年
３
月
28
日
㈮
ま
で

保
険
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
㈪

問
い
合
わ
せ　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉

県
支
部
（
埼
玉
県
体
育
協
会
内
）

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

６
９
５
８

申
込
書
配
布
窓
口

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

「
秩
父
市
社
会
教
育
活
動
主
催
者
賠
償

「
秩
父
市
社
会
教
育
活
動
主
催
者
賠
償

責
任
保
険
」加
入
手
続
き
の
お
知
ら
せ

責
任
保
険
」加
入
手
続
き
の
お
知
ら
せ

スポーツスポーツ
安全保険安全保険にに
加入加入しましょうしましょう

　軽自動車税は、毎年４月１日（賦課期日）現
在でバイクや軽自動車、小型特殊自動車等をお
持ちの方（登録者）に１年分が課税されます。
　廃棄、譲渡、転出をする場合には、今年３月
30日㈮までに廃車や名義変更等の手続きがない
ときには、平成19年度分が課税されます。
　また、名義人が死亡したときも同様に、名義
変更等の手続きがない場合、世帯主もしくは相
続人へ変更されますのであらかじめご了承くだ
さい。
※盗難・紛失の場合は、必ず警察へ届け出てか
ら廃車手続きをしてください。

廃車の手続き
をする場合

・車が使用不能になったとき
・車がすでにないとき　
・転出するとき
・盗難にあったとき　など

名義変更の手
続きをする場
合

・知人等に譲ったとき
・車を秩父市に残して転出したとき
・名義人死亡のとき　など

住所（定置場）
変更の手続き
をする場合

・車をもって市外に転出したとき
・住所を変更したとき　など

＊車種により、取扱窓口が異なるので下記を参
照してください。

車　　　種 取　扱　窓　口

〇原付自転車
　（125cc以下）
〇ミニカー
〇小型特殊自動車

市役所課税課諸税担当
　☎22－2211
　　内線1276・1277
各総合支所総務課税務担当

二輪のバイク
（125㏄を超える
もの）

関東運輸局埼玉陸運支局
熊谷自動車検査登録事務所
　☎050－5540－2027
　　（テレホンサービス）

軽自動車（四輪）
軽自動車検査協会
埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662

問い合わせ　課税課諸税担当
☎22－2211　内線1276・1277

軽自動車・原付自転車を
お持ちの方へ

廃棄・譲渡したときは廃棄・譲渡したときは
３月末までに手続きを！３月末までに手続きを！
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   市立病院についての市民アンケ ート調査の結果をお知らせしますート調査の結果をお知らせします

有効回答数441件
回答項目 回答数 割合

病院の清潔度 103 23%
駐車場の台数 92 21%
病室の広さ 56 13%
院内の案内表示 20 5%
待合室の広さ 9 2%
特になし 126 28%
その他 35 8%

全　　体 441 100%

有効回答数447件
回答項目 回答数 割合

病気・治療・検査・薬等の説明 180 41%
患者の訴えをよく聞いてほしい 157 35%
きちんとしたことば使いや服装 24 5%
特になし 71 16%
その他 15 3%

全　　体 447 100%

有効回答数995件　複数回答
回答項目 回答数 割合

高度医療・最新の検査等の充実 211 22%
救急医療の充実 193 19%
脳血管疾患医療の充実 157 16%
がん医療の充実 142 14%
小児医療の充実 110 11%
心疾患医療の充実 64 6%
終末期医療の充実 52 5%
リハビリテーションの充実 32 3%
特になし 25 3%
その他 9 1%

全　　体 995 100%

市立病院の施設・設備の充実についてお伺いします。特に
その中でも力を入れてほしいものを1つお選びください。

質 問

市立病院の「患者さんへの対応や接遇のサービス」につい
てお伺いします。特にその中でも力を入れてほしいと思
われるものを1つお選びください。

質 問

市立病院の「診療機能」についてお伺いします。特にその中で
も力をいれてほしいと思われるものを3つお選びください。

質 問

有効回答数1,115件　　複数回答
回答項目 回答数 割合

脳神経外科 261 23%
内科 225 20%
小児科 187 17%
外科 155 14%
整形外科 79 7%
リハビリテーション 76 7%
泌尿器科 63 6%
人工透析 32 3％
現状のままでよい 37 3％

全　　体 1,115 100％

市立病院においてもっと充実してほしい診療科があれば3
つ以内でお選びください。

質 問

有効回答数154件
回答項目 回答数 割合

産婦人科 29 19%
眼科 26 17%
心療内科 14 9%
婦人科 13 8%
その他 72 47%

全　　体 154 100%

市立病院に新設してほしい診療科がありましたらご記
入ください。

質 問

有効回答数466件
回答項目 回答数 割合

信頼できる 108 23%
信頼できない 68 15%
どちらとも言えない 208 45%
わからない 82 18%

全　　体 466 100%

あなたは、市立病院にどのようなイメージをおもちです
か。「信頼度について」

質 問

有効回答数460件
回答項目 回答数 割合

悪い 102 22%
よい 64 14%
どちらとも言えない 184 40%
わからない 110 24%

全　　体 460 100%

あなたは、市立病院にどのようなイメージをおもちです
か。「評判について」

質 問

有効回答数172件
回答項目 回答数 割合

医師、看護師等に関する不満等 54 31%
病院全体に対する期待･満足 26 15%
医療に対する要望 14 8%
患者対応に関する不満･要望 13 7.5%
患者対応に関する満足･感謝 11 6.5%
救急医療についての不満･要望 11 6.5%
待ち時間についての不満･要望 11 6.5%
診療時間に対する要望等 10 6%
診療機能への要望（施設整備等） 10 6%
その他 12 7%

全　　体 172 100%

市立病院にご意見、ご要望がありましたらご自由にお書
きください。

質 問
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   市立病院についての市民アンケ ート調査の結果をお知らせします   市立病院についての市民アンケ
　市立病院では、昨年12月にアンケート調査を実施しました。その主な結果をお知らせします。
　このアンケートの結果は、今後のよりよい病院づくりに役立ててまいります。
　アンケートにご協力いただいた皆さんありがとうございました。
問い合わせ　市立病院事務局　☎２５－５０１１（直通）

　対　象：市内在住の20歳以上の方1,000人（無作為選出）　　回答数：477件

あなたは秩父市立病院に受診（外来・入院のどちらかでも）し
たことがありますか。

質 問

有効回答数475件
回答項目 回答数 割合
ある 319 67%
ない 156 33%
全体 475 100%

あなたもしくは、ご家族さまにはかかりつけ医がいますか。
有効回答数472件
回答項目 回答数 割合
ある 339 72%
ない 133 28%
全体 472 100%

有効回答数475件
回答項目 回答数 割合
ある 223 47%
ない 252 53%
全体 475 100%

有効回答数246件
回答項目 回答数 割合

秩父市内 155 63%
市外（埼玉県内） 77 31%
埼玉県外 14 6%
全　　体 246 100%

有効回答数453件
回答項目 回答数 割合

市外（埼玉県内）の病院 160 35%
秩父市内 157 35%
埼玉県外の病院 21 5%
わからない 115 25%

全　　体 453 100%

有効回答数467件
回答項目 回答数 割合

市外（埼玉県内）の病院 180 39%
秩父市内 124 27%
埼玉県外の病院 44 9%
わからない 119 25%

全　　体 467 100%

有効回答数466件
回答項目 回答数 割合

秩父市内 185 39%
市外（埼玉県内）の病院 167 36%
埼玉県外の病院 26 6%
わからない 88 19%

全　　体 466 100%

有効回答数454件
回答項目 回答数 割合

秩父市内 291 64%
市外（埼玉県内）の病院 63 14%
埼玉県外の病院 14 3%
わからない 86 19%

全　　体 454 100%

有効回答数1,288件　複数回答
回答項目 回答数 割合

外来診療での待ち時間の短縮 227 17%
時間外診療、救急医療の充実 224 16%
診療機能を充実してほしい 163 13%
病院の施設・設備の充実 152 12%
人間ドック、脳ドック等の実施 137 11%
患者さんへの対応の充実 121 9%
開業医や他の病院との連携 111 9%
診察時間を長くしてほしい 71 6%
保健・福祉関連施設との連携 33 3%
特に要望することはない 20 2%
その他（具体的に） 29 2%

全　　体 1,288 100%

質 問

地元の診療所・開業医から紹介された病院(市立病院に
限らず）を受診したことがありますか。

質 問

入院経験がある方は、その医療機関の場所はどこでしたか。
質 問

脳血管疾患になった場合、受診したい医療機関はどちら
ですか。

質 問

がんになった場合、受診したい医療機関はどちらですか。
質 問

心疾患になった場合、受診したい医療機関はどちらですか。
質 問

こどもが病気になった場合、受診させたい医療機関はど
ちらですか。

質 問

次のうち、市立病院へ要望されることがあれば、３つ以
内でお選びください。

質 問
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秩父市人事行政の運営等　　の状況について公表します　の状況について公表します
や勤務条件、研修や福利厚生等について、主に平成17年度の状況を公表します。
か、総務部人事課（本庁舎2階）で閲覧することができます。
問い合わせ　人事課　☎２２－２２０７（直通）

　③　調整手当（平成17年度）　 
支給実績（平成17年度決算） 277,368千円
支給職員１人当たり平均支給実績（平成17年度決算） 326,315円
支給対象地域 支給率
市内全域 ８%

（注）調整手当は、平成17年度で廃止。
　④　特殊勤務手当（平成17年度）

支給実績（平成17年度決算） 800千円
57,154千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成17年度決算） 27,583円
608,023円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成17年度） 14.5％
手当の種類（手当数） 20
手当の名称 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
高電圧業務手当 高圧の機械器具、電線に接近して行う保守に関する業務 日額 230円
公害調査手当 公害防止のため不快な場所において行う調査または取締に関する業務 日額 500円

（注）支給実績と支給職員１人当たり平均支給年額の下段は、秩父市立病院および大滝国
保診療所に勤務する医師と看護師に対する支給実績、上段は、それ以外の職員に対する支
給実績です。
　なお、上記は主なものであり、他に社会福祉業務手当、夜間看護等業務手当などがあり
ます。

　⑤　時間外勤務手当（平成17年度）
支給実績（平成17年度決算） 124,792千円
職員１人当たり平均支給年額（平成17年度決算） 196,213円

（注）夜間勤務手当および休日勤務手当を含みます。

　⑥　その他の手当（平成17年度）

手当名 内容および支給単価 支給実績
（平成17年度決算）

支給職員１人当たり平均支
給年額（平成17年度決算）

扶養手当

①配偶者 13,０00円

92,332千円 256,477円 

②配偶者以外の扶養親族２人まで 6,000円
　（配偶者非扶養1人目） 6,500円
　（配偶者なし1人目） 11,000円
③その他１人につき 5,000円
④満16歳から22歳までの子1人につき 5,000円加算

住居手当

①借家・借間

31,476千円 95,380円 
　家賃に応じて月額　　　　　27,000円以内
②持家　月額　2,000円
ただし、新築または購入した住宅に係るものは、新築
または購入の日から起算して5年間は月額3,500円

通勤手当 ①交通機関等利用者　運賃相当額（最高限度55,000円） 29,898千円 35,174円②交通用具（自動車等）利用者距離に応じた額（最高限度24,500円）

管理職手当

①部長、総合支所長等 16％（上限80,000円）

148,363千円 693,283円 
②次長、室長等 15％（上限70,000円）
③課長、所長等 13％（上限58,000円） 
④主席主幹 12％（上限52,000円）
⑤主幹 10％（上限42,000円）

宿日直手当
一般の宿日直、災害発生等に対処するための勤務および入院
患者の病状の急変等に対処するための医師の勤務に支給
→6,000円～42,000円（ただし5時間未満の勤務の場合は1/2）

16,922千円 50,363円

（注）上記のほか、初任給調整手当、夜間勤務手当、休日勤務手当、寒冷地手当（平成17
年度で廃止）があります。

（1）勤務時間の概要（標準的なもの） （平成18年4月1日現在）
開始時刻 休息時間 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 1週間の勤務時間

午前8時30分 正午～午後0時15分
午後3時～3時15分 午後0時15分～1時 午後5時15分 8時間 40時間

（注）勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

（2）年次有給休暇の取得状況　　（平成17年）
平均取得日数 9.8日

（3）育児休業等の取得状況　　（平成17年度）
育児休業 部分休業

26人 1人
※平成17年度中に新たに育児休業等を取得した職員数です。

（4）特別休暇の概要 
休暇の原因 付与日数

産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、14週間）前（出
産予定日を含む）から産後８週間（出産日の次の日か
ら）を経過するまでの期間

生後1年に達しない子を育てる
場合 １日２回それぞれ30分間

忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認められる期間
小学校就学の始期に達するまで
の子を看護する場合 一の年において５日の範囲内で必要と認められる期間

骨髄提供のために必要な検査、
入院等をする場合 その都度必要と認められる期間

（注）上記は主なものであり、その他、結婚休暇、ボランティア休暇などがあります。

（1）分限処分
　平成17年度において、分限処分にされた者はありませんでした。

（2）懲戒処分
　平成17年度において、懲戒処分にされた者はありませんでした。

許　可　件　数 主　な　理　由
職務専念義務免除 267 研修、厚生事業等
営利企業等従事 1 国勢調査指導員

（1）職員の研修の概要 （平成17年度）
区　　　　分 修了者数（人） 主　な　内　容

自　 主　 研　 修 16 自主研究グループ研修、通信教育講座
職　 場　 研　 修 5 OJTモデル研修

職場外研修
集合研修 412 新規採用職員研修、係長級研修、管理職研

修、グッドマナー研修など

派遣研修 31 埼玉県、自治人材開発センター、市町村ア
カデミーなど

（2）職員の勤務成績の評定の概要 （平成17年度）
区　　　分 内容

評定の回数・時期 毎年１回・１月１日を評定の基準日とする
対 象 職 員 全職員（特別職、休職者および臨時職員等を除く）

評 定 の 方 法 勤務実績（執務態度、理解力、企画力、責任感等）、適性等に
ついて評価を行う

（注）この評定結果は、人事異動（昇任等）に反映しています。

（1）福利厚生制度の概要
内　　　　　　　　　　容

短 期 給 付 職員と被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業または災害に
対する給付

長 期 給 付 職員の退職・障害・死亡に対して行う年金または一時金の給付
福 祉 事 業 健康の保持増進事業など

（2）公務災害の認定状況　　　　（平成17年度）
認　定　件　数

公　務　災　害 9
通　勤　災　害 0

　係属事案はなく、平成17年度に新たな措置要求はありませんでした。

　係属事案はなく、平成17年度に新たな不服申立てはありませんでした。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３

職員の分限および懲戒処分の状況４

職員の服務の状況５
（平成17年度）

職員の研修および勤務成績の評定の状況６

職員の福祉および利益の保護の状況７

勤務条件に関する措置の要求の状況８

不利益処分に関する不服の申立ての状況９
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（1）職員採用試験の状況（平成17年度） （人）
受験区分 応　募　者 受　験　者 １次合格者 最終合格者

一般事務 69 62 12 4
一般事務（土木技師） 12 10 2 1
一般事務（建築技師） 4 3 1 0
保健師 6 4 3 3

計 91 79 18 8

（2）職員の退職の状況（H17.4.1～H18.3.31）　　　　（人）
定年退職 勧奨退職 普通退職 その他（死亡等）

11 4 21 0

（3）定員管理の状況 
　①　部門別職員数の状況（各年4月1日現在） （人）

区　分
部　門

職　　員　　数 対前年増減数平成17年 平成18年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 6 1
総 務 180 132 ▲48
税 務 35 39 4
民 生 111 116 5
衛 生 41 66 25
労 働 1 1
農 林 水 産 23 27 4
商 工 27 23 ▲4
土 木 84 85 1
小 計 507 495 ▲12

特別
行政

教 育 114 122 8
小 計 114 122 8

公
営
企
業
等

病 院 161 161
水 道 24 30 6
下 水 道 18 17 ▲1
そ の 他 27 22 ▲5
小 計 230 230

合　　　　　　　計 851 847 ▲4
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣

職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

秩父市人事行政の運営等　　の状況について公表します秩父市人事行政の運営等　
「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与　　

なお、詳細については、市ホームページに掲載されているほ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職員の任免および職員数に関する状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口

（平成17年度末） 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率
（B/A）

平成
17年度

平成18年3月31日
71,368人

千円
28,321,545

千円
1,917,374

千円
5,240,640

％
18.5

（注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（平成18年4月1日現在）
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 255,143円 318,230円 371,333円
高校卒 220,400円 276,800円 289,680円

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当た
り給与費
B/A給　　料 職員手当 期末･

勤勉手当 計　B

平成
18年度

人
616

千円
2,380,920

千円
471,183

千円
1,018,448

千円
3,870,551

千円
6,283

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成18年4月1日現在）
　①　一般行政職
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額
秩　父　市 41.10歳 330,389円 385,998円

国 40.4歳 328,477円 381,212円

　②　技能労務職 
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額
秩　父　市 50.3歳 291,694円 315,526円

国 48.4歳 286,500円 318,595円
（注）１　「平均給料月額」とは、平成18年４月１日現在における各職種ごとの職員の基

本給の平均です。
２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手

当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（4）職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）

区　　　分 秩父市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職 大学卒 170,200円 183,800円 170,200円 183,800円
高校卒 138,400円 148,000円 138,400円 148,000円

（8）職員手当の状況 
　①　期末・勤勉手当（平成17年度）

秩　　　父　　　市
１人当たり平均支給額（平成17年度）

1,651千円
（平成17年度支給割合）
　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　　 1.45月分
　　　（1.6）月分　　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　役職加算５％～20％

（6）一般行政職級別職員数の状況（平成18年4月1日現在） （人）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計標準的な職務内容 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 次長 部長
職員数 15 49 89 112 71 79 25 15 455
構成比 3.30% 10.77% 19.56% 24.61% 15.60% 17.36% 5.50% 3.30% 100%

（注）１　秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（7）特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）
区　　　　分 給　料　月　額　等

給　　料
市　長 880,000円
助　役 749,000円
収入役 693,000円

報　　酬
議　長 412,000円
副議長 361,000円
議　員 267,500円

期末手当

市　長
助　役
収入役

（平成18年度支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

議　長
副議長
議　員

（平成18年度支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

退職手当

（算定方式） （支給時期）
市　長 給料月額×在職月数×0.4025

任期毎助　役 給料月額×在職月数×0.2415
収入役 給料月額×在職月数×0.23

（注）議員報酬の額は、旧秩父市と旧３町村の月額の平均額です。

1

職員の給与の状況２

　②　退職手当（平成17年度）
秩　　　父　　　市

（支給率）　 自己都合 　勧奨・定年
勤続20年 21.0月分 27.3月分
勤続25年　 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
　　　　　　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　　　　（2%～20%加算）
（退職予定特昇　勧奨退職の場合）
1.勤務年数20年未満の職員 １号給
2.勤続年数20年以上の職員 ２号給
１人当たり平均支給額
　（自己都合） 1,599千円
　（勧奨・定年） 21,625千円

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給
割合です。
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市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

（競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

９日 ３月15日 原谷小学校既設排水下水本
管接続他工事 原谷小学校地内 7,686,000 7,350,000 95.63 日本施設㈱ 建築住宅課

25－5214

９日 ３月23日 「芝桜の丘」園路整備工事
（改築） 羊山公園内 16,905,000 16,380,000 96.89 ㈱萩原工務店 公園課

22－2603

９日 ３月23日 「芝桜の丘」園路整備工事
（誘導柵） 羊山公園内 10,395,000 9,975,000 95.96 ㈲成幸重機 公園課

22－2603

９日 ３月26日 市道荒川幹線１級６号線
道路舗装整備工事 荒川白久地内 5,859,000 5,722,500 97.67 ㈱斎藤組

荒川総合支所
地域整備課
54－2392

15日 ３月23日 水産用冷蔵庫設備設置工事 秩父市公設地方
卸売市場内 9,660,000 9,450,000 97.83 ㈲櫻井電機製作所 農業振興課

25－5210

15日 ３月23日 下水道管渠築造工事５工区 大野原地内 6,720,000 6,562,500 97.66 ㈲中島土木 下水道課
25－5218

15日 ３月26日 永田住宅駐車場整備工事 市営永田住宅地内 17,535,000 16,905,000 96.41 ㈱山口組 建築住宅課
25－5214

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 ３月23日 秩父第一中学校内暗渠移設
工事

秩父第一中学校
地内 19,005,000 18,900,000 99.45

ナカノフドー・
石川特定建設工
事共同企業体

下水道課
25－5218

22日 ３月26日 国道299号配水管布設工事 上宮地町地内外 8,442,000 8,400,000 99.50 秩父土建㈱ 水道部工務課
25－5222

22日 ３月31日 バイオトイレ設置工事 荒川上田野地内 6,384,000 5,985,000 93.75 ㈱セイワ･プロ
荒川総合支所
産業振興課
54－2114

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成19年1月契約分 公共工事の発注状況を公表します
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催
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ま
す
。

み
や
の
か
わ
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
部

　

☎
24

－

８
８
５
６　

担
当
：
鈴
木

☆
施
設
に
居
な
が
ら
み
ん
な
で
気
楽
に

楽
し
く
お
買
い
物
♪

☆
ご
要
望
で
ど
ん
な
商
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で
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揃
え
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き
ま
す
。

☆
お
買
い
物
は
現
金
ま
た
は
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楽
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用
商
品
券
が
使
え
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
担
当
：
相
澤
）

　

☎
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１
２
０

－

１
７

－

２
０
３
１
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設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に
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設
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ペ
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に

楽
楽
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お
店
）を
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き
ま
す

楽
楽
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）を
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き
ま
す

★
商
品
と
引
換
に
商
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金
と
利
用
料

金
を
お
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払
い
く

だ
さ
い
。

【
利
用
料
２
９
０
円
】

※
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だ
し
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部
地
域
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別
途
料
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が
か

か
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ま
す
。

★
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望
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き
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を
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上
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ま
す
。
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す
！

◇
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悪
く
て
買
物
に
出
ら
れ
な
い

◇
忙
し
く
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い
物
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で
き
な
い
時

◇
車
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な
い
時
、
な
い
方

◇
家
を
留
守
に
で
き
な
い
時

一
人
暮
ら
し
や
お
年
寄
り
の
方
の

見
守
り
運
動
も
行
い
ま
す
。

お
買
い
物
を
代
行
し
ま
す

お
買
い
物
を
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行
し
ま
す

み
や
の
か
わ
商
店
街

み
や
の
か
わ
商
店
街

で
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レ
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ニ
ー

で
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モ
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ー
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せ

お
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ら
せ
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回
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
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ル

次
回
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

【
第
２
２
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回
】
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４
月
に

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
予
定
で
す
。

※
４
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　

セ
ー
ル
実
施
の
う
ち
土
曜
日
は
午
後

７
時
か
ら
歩
行
者
天
国
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

い
つ
で
も
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・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

お
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な
商
品
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２
％
の
プ
レ
ミ
ア
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が
つ
い
て

　
　

通
常
販
売
し
て
い
ま
す
！

　

有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！

ご
贈
答
に
も
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
！

発
売
所　

市
内
36
店
舗

加
盟
店　

市
内
４
８
５
店
舗

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」
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１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ

ン
ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
広
報
広
聴
課
（
〒
３
６
８
ー

８
６
８
６　

熊
木
町
８
ー
15
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
翌
月
の
抽
選

に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち
ぶ
」

に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応

法
方
募

「パパ　安全運転でね！」

（栃　谷）

荒船　莉
り

央
お

 ちゃん
「お風呂大～好き♥」

（大野原）

黒沢　　翼
つばさ

 くん

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

（
評
）吉
田
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
、
押
火
さ
ん
の
句
は
、
何
気
な
い
生
活
の
一
こ
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
と
か
く
見
落
と
し
が
ち
な
と

こ
ろ
に
着
目
し
て
の
内
容
で
、
句
作
に
お
け
る
凝
視
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
藤
田
さ
ん
、
内
田
さ
ん
は
、
人
生
の
先

輩
と
し
て
の
余
裕
で
し
ょ
う
か
。
女
性
の
句
は
や
さ
し
さ
に
溢
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
荻
野
さ
ん
の
よ
う
な
硬
質
な

句
も
捨
て
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
市
俳
連
で
は
、
３
月
18
日
㈰
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
梅
園
に
お
け
る
「
梅
ま
つ
り
」
に
短

冊
を
出
展
し
ま
す
。
ま
た
19
日
㈪
か
ら
23
日
㈮
ま
で
、
歴
史
文
化
伝
承
館
に
お
い
て
同
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

初

髪

の

合

わ

せ

鏡

に

余

り

け

り 

中
宮
地
町　

吉
田　

和
江

鴨
の
居
る
朝
の
水
面
の
う
す
ぼ
こ
り 

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

朝
冷
え
や
く
し
や
み
と
ま
ら
ぬ
犬
の
顔 

中
宮
地
町　

押
火　

幹
夫

古
希
越
ゆ
る
日
々
安
く
あ
れ
日
記
買
ふ 

上　

町　

藤
田　

正
巳

老

の

春

先

ず

は

拝
お
ろ
が

む

傷

武

甲 

中　

町　

内
田　

定
男

喜
寿
過
ぎ
の
手
捌さ

ば

き
確し

か

と
毛
糸
編
む 

下
影
森　

山
口
千
代
子

侘
助
の
恥
じ
ら
ひ
顔
に
咲
き
そ
め
し 

野
坂
町　

新
井
き
み
子

ビ
ー
ド
ロ
の
赤
き
ま
ろ
み
や
春
待
た
る 

日
野
田
町　

富
田
か
よ
子

水
音
を
臥ふ

し
て
聞
き
を
り
年
明
く
る 

下
吉
田　

内
田
あ
や
子

切
り
岸
の
仁
王
立
ち
な
る
一
冬
木 

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　

佐
藤
さ
ん
、
垣
堺
さ
ん
共
に
、
一
首
の
背
景
が
映
像
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
妻
の
よ
う
す
を
暖
か
く
見
つ
め
て
作

品
に
し
て
い
ま
す
。
山
口
さ
ん
、
お
正
月
帰
省
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
吾
が
家
の
手
作
り
の
料
理
が
や
っ
ぱ
り
一
番
美
味
し
い

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
岩
田
さ
ん
、
今
年
の
暖
冬
で
梅
の
花
の
咲
く
の
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
紅
梅
の
花
を
よ
く
観
察
し
て

詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
10
首
目
の
方
は
、
お
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
作
品
だ
っ
た
の
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

お
名
前
は
忘
れ
ず
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
夕
日
を
完
熟
ト
マ
ト
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
見
方
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
陽
を
背
に
受
け
妻
は
墨
絵
描
く
筆
先
は
し
り
薔
薇
の
生
ま
れ
る 

下
影
森　

佐
藤
日
出
夫

藁
草
履
を
昔
お
ぼ
え
に
作
る
妻
曲
り
し
腰
を
更
に
ま
る
め
て 

上
吉
田　

垣
堺　

鶴
吉

手
作
り
の
よ
う
か
ん
き
ん
と
ん
味
の
良
く
吾
が
家
に
過
す
正
月
は
よ
し 

上
吉
田　

山
口　

礼
子

蝋
梅
に
少
し
お
く
れ
て
紅
梅
の
目
覚
め
た
る
ら
し
蕾
ふ
く
ら
む 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

一
豊
の
妻
の
よ
う
に
は
い
か
ぬ
と
も
夫
の
片
腕
を
誇
り
に
生
き
る 

番
場
町　

小
泉
富
美
子

亡
き
兄
の
愛
用
た
り
し
ミ
ニ
バ
イ
ク
冬
日
差
し
込
む
納
屋
に
眠
り
ぬ 

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

サ
ツ
マ
芋
の
蒸
し
上
る
匂
い
た
だ
よ
い
て
吉
田
特
産
の
干
芋
作
り 

下
吉
田　

杉
山　

勝
子

今
年
こ
そ
明
る
き
短
歌
詠
み
た
し
と
街
を
歩
め
ば
佳
き
人
に
会
う 

堀　

切　

武
島　

晶
智

川
面
に
は
名
残
り
の
月
が
映
り
お
り
犬
と
散
歩
の
霜
光
る
路 

上
吉
田　

髙
橋　

司
行

完
熟
の
ト
マ
ト
み
た
い
な
日
が
沈
む
涙
の
で
そ
う
な
今
日
の
夕
焼
け 

□
□
□　

□
□　

□
□

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌

お知らせ　４月号から「わが家のIDOL」では、４人ずつお子さんを紹介します！
　　　　　かわいいお子さんのお写真をお寄せください。皆さんのご応募お待ちしています！
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※平成19年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　４月20日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　４月16日㈪　10：00～11：30　９：30から受付
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　４月17日㈫　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【健康相談】
　４月11日㈬　13：15～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月20日㈮ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年11・12月生まれ
平成18年５・６月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月４日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月26日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　３月16日㈮　10：00～11：30　10：00から受付
　大滝老人福祉センター２階和室
●【健康相談・育児相談】
　４月10日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　３月22日㈭、４月12日㈭
　９：30～11：10
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　３月15日㈭　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【健康相談】
　３月20日㈫、４月17日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月15日㈭ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年10・11月生まれ
平成18年４・５月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月２日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

ない方は、平成19年３月末まで市立病院で無料で

予防接種が受けられます。対象となる方は、必ず

各保健センターへ直接お申し込みください。

●【三種混合予防接種の受け方に注意しましょう】
　三種混合予防接種は予防効果を高めるため、第１

期初回（１回目・２回目・３回目）の接種は３～８

週間隔を必ず守って受けてください。

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・

日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け

付けています。

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は各保健センター

へご相談ください。

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏を

してくださるボランティアを随時募集しています。

ご協力いただける方は、各保健センターまでご連

絡ください。

月　　日 会　　場 実施時間
３月26日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30４月16日㈪ 荒川保健センター
４月19日㈭ 秩父保健センター
４月24日㈫ 吉田保健センター
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●【両親学級（妊娠前期）】
　妊娠４か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへ申込み
●【予防接種】（集団）

●【健康カレンダーを配布します】
　「平成19年度秩父市健康カレンダー」を、今月号

の市報と一緒に配布します。１年間大切に保管して、

健康づくりにご活用ください。

●【各種検（健）診の申込みが変わります】
　平成19年度から胃がん集団検診、乳・子宮がん集

団検診、基本健康診査の申込方法が変わり、これら

の検（健）診を一括して申込みを受け付けます。詳

しくはこの市報と一緒に世帯配布された「平成19年
度秩父市健康カレンダー」の19～22ページをご覧く
ださい。

申込締切　４月６日㈮必着
●【元気なうちから介護予防を。介護認定を受けて
いない方は基本健康診査を受診しましょう！】
　基本健康診査を受診する65歳以上の方には、日々

の生活を維持して行くための心身能力をチェックす

る「生活機能評価」が行われます。介護認定を受け

ていない方は、この結果等により介護予防が必要だ

と判断されれば、デイサービスや筋力向上トレーニ

ング、ホームヘルプ等の介護予防事業を受けること

ができます。

介護予防のご相談は、秩父市包括支援センターへ
　包括支援センター（市役所内　☎２２－２５８２）
　けやき包括支援センター
　　　　（秩父保健センター内　☎２７－７３３１）

　かえで包括支援センター
　　　　（吉田保健センター内　☎７７－１１３４）

　さくら包括支援センター
　　　　（荒川保健センター内　☎５３－１０１４）

●【麻しん風しんの予防接種が変わりました】
　予防接種法の一部が改正され、平成18年６月２日

から麻しん風しんの予防接種が次のとおり２回接種

となりました。

第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間
※麻しん、風しん予防接種の第１期を受けられなか

った２歳以上のお子さんで、第２期の対象となら

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
４月９日㈪ 13：00～14：00 １歳６か月児健診 平成17年９月生まれ

４月12日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成15年12月生まれ

４月17日㈫ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成18年11月生まれ

４月18日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成18年６月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月５日㈭ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ４月４日㈬
５月11日㈮ 13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ４月16日㈪
５月21日㈪ 13：30～14：30 満３か月～６か月未満

月   日 時　　間 内　　　容（テーマ）

１
日
目

３月12日㈪
13：30～16：00
（受付13：15～）

・妊娠中の過ごし方・妊婦体操
・座談会：先輩ママ、赤ちゃん
　と交流
・ママの栄養と食事　

２
日
目

３月19日㈪ ・妊娠中の歯科保健･歯科健診
・妊娠中の歯みがき
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◇
３
月
10
日
〜
４
月
30
日
の
休
館
日

◇
年
度
末
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

年
度
末
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
秩
父

図
書
館
は
３
月
13
日
㈫
〜
18
日
㈰
に
休

館
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
た
め
閉
館
し
ま
す

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
た
め
、
３
月
12
日
㈪
、
13
日
㈫

に
全
館
閉
館
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ

ん
に
は
ご
不
便
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
新
年
度
講
座
受
講
生
の
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に
つ
い
て

は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
申
込
み
多
数

で
締
め
切
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
万
葉
集
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師　

柿
堺
欣
一
郎
先
生

内　

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

●
俳
句
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

●
短
歌
講
座

日　

程　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

岡
部
す
ず
子
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

受　

付　

現
在
受
付
中

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

３
月
10
・
24
日
、
４
月
14
・
28
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

●
第
１
２
５
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
そ
れ
か
ら
』

（
１
９
８
５
年
、
日
本
、
１
３
０
分
）

監　

督　

森
田
芳
光

出　

演　

松
田
優
作
、
藤
谷
美
和
子
、

小
林
薫
、
草
笛
光
子
、
中
村
嘉
葎
雄
、

笠
智
衆
、
風
間
杜
夫
、
イ
ッ
セ
ー
尾
形

内　

容　

高
等
遊
民
を
自
認
す
る
長
井

代
助
（
松
田
優
作
）
は
、
青
年
時
代
に

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

秘
か
に
恋
し
て
い
た
三
千
代
（
藤
谷
美

和
子
）
を
親
友
の
平
田
（
小
林
薫
）
に

譲
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
…
。

◎
原
作
は
文
豪
の
夏
目
漱
石
で
す
。

◎
文
部
省
選
定
（
青
年
・
成
人
向
）

◎
３
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
あ
り
。
入
場
無
料
で
す
。

●
図
書
館
で
人
気
の
名
作
映
画
鑑
賞
会

　

４
月
〜
６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

題　

名　
「
三
枚
の
お
札
」（
11
分
）
ほ

か
２
本

◎
４
月
６
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
あ
り
。
入
場
無
料
で
す
。

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

３
月
20
日
、
４
月
10
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
が
対
象
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

３
月
17
日
、
４
月
28
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
絵
本
な
ど
を
読
み
ま
す
。

●
人
形
劇
（
入
場
無
料
）

「
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
」ほ
か（
60
分
）

◎
３
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

荒
川
公
民
館
（
軽
運
動
室
）

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 日 　　　　　　大 17 火
２ 月 秩　荒　吉　　 18 水
３ 火 　　　　　　 19 木
４ 水 　　　　　　 20 金
５ 木 21 土 　　　　　　大
６ 金 　　 22 日 　　　　　　大
７ 土 　　　　　　大 23 月 秩　荒　吉　　
８ 日 　　　　　　大 24 火
９ 月 秩　荒　吉　　 25 水
10 火 26 木
11 水 27 金
12 木 28 土 　　　　　　大
13 金 29 日 　　　　吉　大
14 土 　　　　　　大 30 月 　　荒　吉　大
15 日 　　　　　　大
16 月 秩　荒　吉　　

４月 ３月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 土 　　　　　　大 21 水 　　　　吉　大
11 日 　　　　　　大 22 木
12 月 秩　荒　吉　大 23 金
13 火 秩　荒　吉　大 24 土 　　　　　　大
14 水 秩 25 日 　　　　　　大
15 木 秩　　　　 26 月 秩　荒　吉
16 金 秩 27 火
17 土 秩　　　　　大 28 水
18 日 秩　　　　　大 29 木
19 月 秩　荒　吉 30 金 秩
20 火 31 土 　　　　　　大

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

４
月
26
日
㈭

天
使
の
詩
・
イ
タ
リ
ア
映
画

５
月
24
日
㈭

真
夏
の
Ｅ
♭

・
文
化
庁
推
薦

６
月
28
日
㈭

三
十
九
夜
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月・水・金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

身体・知的障
がいについて

月～金曜
９時～18時

フレンドリー　☎22－7785（身
体障がい） ☎22－7045（知的
障がい） 22－7055土曜  ９時～16時

精神障がい
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 木曜　９時～17時
ちちぶパートバンク
☎24－5222職 業

ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所
☎23－7881

夜 間 労 働
（電話相談のみ）

火・木曜
17時～20時

中小企業者向
けよろず金融

４/11  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

心 配 ご と 大滝総合支所
３/22 13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

●
電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
ご
案
内

　

未
納
と
思
わ
れ
る
期
間
が
あ
る
場
合
、

電
話
に
よ
る
納
付
状
況
の
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ

納
付
の
ご
案
内
を

　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

４月３日㈫・19日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士４月10日㈫

10時～15時
吉田総合支所
（振興会館）

※電話で予約が必要です。
３月20日㈫　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

４月18日㈬　13時～16時 吉田総合支所
（振興会館）

行 政

３月19日㈪ 
４月16日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
４月２日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
３月12日㈪
４月９日㈪ 荒川総合支所
３月26日㈪
４月23日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員

消 費 生 活 月·水·金曜
９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ３月13日㈫・４月10日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ３月20日㈫・４月18日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ４月２日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ４月17日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ３月22日㈭・４月26日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ３月27日㈫・４月24日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ４月13日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

　

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
国

民
年
金
推
進
員
が
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
、
国
民
年
金
制
度
や
届
出
の
ご
案

内
、
保
険
料
の
収
納
、
納
付
の
確
認
な
ど

の
た
め
、戸
別
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
土
・

日
・
夜
間
も
、
電
話
や
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
審
電
話
に
ご
注
意
を
！

　

近
年
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等

を
装
っ
て
ご
自
宅
に
電
話
し
、
ご
家
族

の
勤
務
先
の
名
称
や
電
話
番
号
な
ど
を

聞
き
だ
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が
増

え
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
納
付
の
ご
案
内
を

す
る
際
に
は
、
個
人
情
報
を
お
た
ず
ね

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怪
し
い
な

と
感
じ
た
と
き
は
、
秩
父
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
22

－

４
４
２
５
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　土砂等のたい積に関しては、前条例の規
制を強化した内容に改正し、平成19年１月
１日から施行しています。
条例の主な改正点・強化された点
①事前協議の際、土砂の採取場所の試料提
出および土壌検査を義務付けたこと。
②事業開始後７日以内に市職員の立会いの
もと、許可業者がたい積現場の試料を採
取し、土壌基準に適していることを証明
する書類を提出しなければならないこと。
③土砂の採取場所および搬入した土砂の量
などを３か月ごとに、土砂の汚染状況報
告を６か月ごとに報告する義務を定めた
こと。
　以上、埼玉県の土砂条例に準じて、秩父
市独自の強化策を盛り込んだ改正となって
います。
問い合わせ　生活衛生課　☎２５－５２０２

土砂等のたい積（埋土・盛土）土砂等のたい積（埋土・盛土）
には許可がには許可が
必要です必要です

土砂等のたい積（埋土・盛土）土砂等のたい積（埋土・盛土）
には許可がには許可が
必要です必要です

土砂等のたい積（埋土・盛土）
には許可が
必要です

すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられました!
新築住宅は、平成18年６月１日から　既存住宅は、平成20年５月3１日までに
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秩
父
労
働
基
準
監
督
署　

が
移
転
し
ま
す

４

市
・
県
民
税
の
申
告
は　

３
月
15
日
㈭
ま
で
で
す

  

市
・
県
民
税
の
申
告
締
切
日
が
近
づ

き
ま
し
た
。
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
期
限
内
に
印
鑑
・
源
泉
徴
収
票
・

各
種
支
払
証
明
書
等
を
持
参
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
お
よ
び
受
付
時
間
等
は
、

市
報
２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－
２
１
１
５
（
直
通
）

１

秩
父
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は　

３
月
15
日
㈭
ま
で
で
す

２　

平
成
18
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、３
月
15
日
㈭
ま
で
で
す
。（
土
・

日
曜
日
は
閉
庁
日
で
す
。）

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
済
ま
さ

れ
な
い
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
方
は
、
事
業
税
と
住
民
税
の
申

告
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
は
振
替
納
税
、
還
付
金
の
受
取

り
は
口
座
振
込
が
大
変
便
利
で
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署

　

☎
22

－

４
４
３
３

水
資
源
機
構　
　
　
　
　

荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所

が
移
転
し
ま
し
た

３　

水
資
源
機
構
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所

は
、
３
月
１
日
か
ら
浦
山
ダ
ム
管
理
所

へ
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。

　

移
転
に
伴
い
、
今
ま
で
の
浦
山
ダ
ム

管
理
所
が
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所
と
し

て
新
た
に
業
務
を
行
い
ま
す
。

移
転
先　

〒
３
６
９

－

１
８
０
１

　

荒
川
久
那
４
０
４
１

　

☎
23

－

１
４
３
１

23

－

７
９
１
２

　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署
が
、
新
庁
舎

竣
工
に
伴
い
３
月
26
日
㈪
か
ら
移
転
し

ま
す
。

移
転
先　

　

上
宮
地
町
23

－

24
（
国
道
１
４
０
号
沿
い
）

※
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22

－

３
７
２
５

墓
地
の
造
成
等
は　
　
　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
墓
地
に
つ

い
て
市
の
許
可
が
必
要
な
場
合
や
規
制

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
市
役
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•
墓
地
を
新
し
く
造
成
す
る
場
合

•
墓
地
を
承
継
す
る
場
合

•
既
存
の
墓
地
を
拡
張
・
縮
小
・
廃
止

す
る
場
合

•
今
ま
で
納
骨
し
て
い
た
墓
地
か
ら
お

骨
を
新
し
い
墓
地
へ
移
す
（
改
葬
す

る
）
場
合

•
そ
の
他
、
墓
地
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

６

廣
見
寺
南
東
側　
　
　
　
　
　

市
有
墓
地
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
市
有
墓
地
の
現
在
の
利
用

者
を
把
握
す
る
た
め
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
未
だ
約
70
か
所
の
墓
地
に

つ
い
て
現
在
の
利
用
者
が
判
明
し
て
い

ま
せ
ん
。
３
月
の
春
彼
岸
も
引
き
続
き

調
査
を
実
施
し
、
利
用
者
が
判
明
し
て

い
な
い
墓
所
に
看
板
を
立
て
、
現
在
の

利
用
者
の
方
を
把
握
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
し
て
い
る
墓
地
を
承
継

し
た
時
や
廃
止
し
た
時
に
は
、
市
役
所

へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

　

廣
見
寺
☎
22

－

４
０
２
１

５

市税等の納め忘れはありませんか？　いま一度ご確認ください
問い合わせ　収納課　☎２２－２２１０（直通）

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告
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○
無
料
バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

　

聖
地
公
園
で
は
、
春
の
お
彼
岸
の
３

月
18
日
㈰
、
21
日
㈬
、
24
日
㈯
の
３
日
間
、

西
武
秩
父
駅
・
秩
父
駅
か
ら
聖
地
公
園

へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
時
間

各　

駅　

発　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

聖
地
公
園
発　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

○
住
所
変
更
・
名
義
変
更
に
つ
い
て

　

聖
地
公
園
に
墓
所
を
お
持
ち
の
方
で
、

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方
は
、

聖
地
公
園
に
も
住
所
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
な
お
、
手
続
き
に
は
省
略

の
な
い
住
民
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
墓
所
利
用
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
場
合
は
、
名
義
変
更
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
管
理
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成19年　勤労青少年の標語
『「スタート」は君が「思う」とき。いつでも！何度でも！』

聖
地
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

７

○
納
骨
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

聖
地
公
園
に
納
骨
の
際
は
、
事
務
所

へ
の
申
請
と
石
材
店
の
立
ち
会
い
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
管
理
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

や
す
ら
ぎ
の
丘
管
理
事
務
所

　

☎
22

－

３
４
６
９

※
３
月
19
日
㈪
は
開
館
し
ま
す
。

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になった
が、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは、譲ってほしいという希望者を登録し、
紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物
ベビーバス、ベビーベッド

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車、ピアノ、カラーボックス、チャイルド
シート、ベビーカー、自転車用補助イス

登
録
状
況

　譲りたい物 ４件
　譲ってほしい物 ８件

（平成19年２月14日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り
ます。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合
は、必ず市民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

８

旧
秩
父
駅
舎
を　
　
　
　

無
料
休
憩
所
に
し
ま
す

９　

や
す
ら
ぎ
の
丘
（
聖
地
公
園
）
内
に

移
築
し
て
あ
る
旧
秩
父
駅
舎
を
春
の
彼

岸
を
中
心
に
無
料
休
憩
所
に
し
ま
す
。

開
館
期
間　

３
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

旧
秩
父
市
立
民
俗
博
物
館
旧

秩
父
駅
舎

内　

容　

室
内
に
は
、
秩
父
鉄
道
関
係

資
料
な
ど
を
展
示

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

　

芸
術
文
化
会
館

　
常
設
展
示
作
品
の　
　
　
　

掛
け
換
え
を
行
っ
て
い
ま
す

10　

芸
術
文
化
会
館
で
は
、
３
か
月
サ
イ

ク
ル
で
常
設
展
示
絵
画
の
掛
け
換
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
展
示
し
て
い
る
作
品
は
、
１
月

30
日
か
ら
展
示
し
て
お
り
、
４
月
30
日

（
月
・
祝
）
ま
で
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
が
所
有
す
る
絵
画
を
中
心
に
、
常

設
展
示
室
と
ロ
ビ
ー
へ
26
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料　

一
般
２
０
０
円
、
児
童
・
生

徒
１
０
０
円
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
幼
児
は
無
料

※
観
覧
料
は
、
常
設
展
示
室
入
室
に
限

り
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
入
館

は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

芸
術
文
化
会
館

　

☎
22

－

２
４
０
６

ご
存
じ
で
す
か
？　
　
　

埼
玉
県
労
働
委
員
会
制
度

11　
「
労
働
組
合
を
結
成
し
た
ら
解
雇
さ

れ
た
」、「
団
体
交
渉
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
職
場
の
労
使
関
係
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
委
員

会
で
は
、
労
働
者
（
労
働
組
合
）
と
使

用
者
（
会
社
等
）
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
、
あ
っ
せ
ん
を
し
た
り
、
不

当
労
働
行
為
の
有
無
を
審
査
す
る
な
ど

に
よ
り
、
中
立
・
公
平
な
立
場
で
支
援

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg.jp
/

A
34/B

A
00/chiroui/chiroui1.htm

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
労
働
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

６
４
６
５

３
・
４
月
の　
　
　
　
　

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と　　き と　こ　ろ 内　　　　容 定員
３／20㈫
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

中高年齢者の求職活動に
ついて（座学） 15人

３／23㈮
13:30～16:30 ハローワーク秩父 面接対策・就職の心得（演

習） 15人
３／26㈪
13:00～15:00 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書

き方（座学） 15人
３／28㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

就職を成功させるために
（座学） 15人

４／18㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

履歴書・職務経歴書の書
き方（座学） 15人

４／20㈮
13:30～16:30 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書

き方（演習） 15人
４／23㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 就職を成功させるために

（座学） 15人
4／25㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

面接対策・就職の心得（座
学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

☎
24

－

５
２
２
２

12
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県
で
は
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

炊
出
訓
練
応
援
隊
」
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
町

村
や
自
治
会
が
実
施
す
る
炊
出
し
訓
練

を
県
に
登
録
し
た「
炊
出
訓
練
応
援
隊
」

が
応
援
す
る
も
の
で
す
。
炊
出
し
訓
練

を
実
施
す
る
際
に
活
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

応
援
の
主
な
内
容

⑴
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

秩
父
市
菊
花
愛
好
会　
　

 

会
員
募
集

炊
出
し
訓
練
を　
　
　
　

応
援
し
ま
す

13

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
森
林

保
全
の
取
組
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
始
め
ま
し
た
。

　

薪
拾
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林
内
の
間

伐
材
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
都
市
と
山

村
の
人
が
協
力
し
て
運
び
出
す
こ
と
で
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
森
林
や
林
業
の
役

割
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
共
通
理
解

を
育
て
る
環
境
学
習
の
機
会
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
見
学
、
入
浴
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　

森
林
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
、
楽
し
い
山
で
の
１
日
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
18
日
㈰
午
前
９
時
20
分

　
　
　
　

吉
田
元
気
村
集
合

と
こ
ろ　
城
峯
山
市
有
林
、
吉
田
元
気
村

17

ど
の
貸
出
、
取
扱
方
法
の
指
導

⑵
非
常
食
レ
シ
ピ
の
作
成

⑶
訓
練
・
災
害
時
の
対
応
や
必
要
と
な

る
設
備
等
に
係
る
助
言
（
炊
出
し
に

係
る
も
の
）

　

詳
し
く
は
、
県
化
学
保
安
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
炊
出
訓
練
応
援
隊
」（http://

w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
05/B

D
00/

takidashi/top.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
危
機
管
理
防
災
部
化

学
保
安
課
液
化
石
油
ガ
ス
・
冷
凍
担
当

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
７
３
・
２

９
７
４
（
直
通
）

作
業
内
容

　

ク
リ
ン
ソ
ウ

の
植
栽
、
植
栽

地
の
除
草
お
よ

び
整
地
作
業

作
業
時
期

　

３
月
〜
11
月

植
栽
場
所　

三
峰
駐
車
場
上

対　

象　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
法
人
な

ど
花
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

大
滝
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
55

－

０
８
６
２

「
秩
父
ク
リ
ン
ソ
ウ
を
育
て
る
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

14

　
森
林
で
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
集
め
よ
う

薪
拾
い
イ
ベ
ン
ト　
　
　

参
加
者
募
集

15

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
等
）

内　

容　
薪
拾
い
、
発
電
所
の
見
学
な
ど

持
ち
物　

山
で
作
業
の
で
き
る
服
装
、

着
替
え
、
昼
食

申
込
み　

３
月
14
日
㈬
ま
で
に
バ
イ
オ

マ
ス
環
境
総
合
研
究
所
（
☎
22

－

２
３

７
８

25

－

０
１
３
７
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅　

２
戸

所
在
地　

中
村
町
３

－

８

－

９

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ  

家　

賃　

８
５
，
０
０
０
円

※
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
減
額

制
度
（
５
９
，
３
０
０
円
〜
８
５
，

０
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

建
設
年
度　

平
成
15
年

駐
車
場　

１
戸
１
台
分
２
，
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　

３
月
14
日
㈬
〜
20
日
㈫

（
土
・
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

「
井
ノ
尻
住
宅
」（
空
家
）　

入
居
者
募
集

16

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

入
居
者
の
選
定

　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
が
、
期
間
中
申
込
が
な
い
場
合
、

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

入
居
予
定
時
期

　

平
成
19
年
４
月
ご
ろ

（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課　

　

☎
25

－

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
２
（
直
通
）

　

菊
花
栽
培
を
通
し
て
自
然
に
親
し
み
、

市
内
美
化
や
市
の
観
光
事
業
へ
の
協
力

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
、
老
若
男
女
を
問

い
ま
せ
ん
。
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

活
動
内
容　

初
心
者
に
対
す
る
菊
苗
の
配

布
お
よ
び
研
修
会
の
実
施
、
大
菊
花
展

の
開
催
、
県
大
会
へ
の
出
品
参
加
等

会　

費　

年
３
，
０
０
０
円

定　

員　

30
人

申
込
み　

４
月
30
日
㈪
ま
で
に
秩
父
市

菊
花
愛
好
会　

太
幡
康
夫
（
☎
23

－

５

８
０
９
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。



29

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験　
　

参
加
者
募
集

　

平
成
３
年
に
制

定
さ
れ
た
「
看
護

の
日
」
に
ち
な
み
、

「
看
護
の
心
を
み

ん
な
の
心
に
」
を

テ
ー
マ
に
今
年
も

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
計
画
し
ま
し
た
。

と　

き　

５
月
12
日
㈯

と
こ
ろ　

市
立
病
院

対　

象　

高
校
生
以
上
の
男
女

募
集
人
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
白
衣
サ
イ

ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
）
を
記
入
し
て
、
〒

３
６
８

－

０
０
２
５　

桜
木
町
８

－

９

秩
父
市
立
病
院
看
護
部
ま
で

応
募
締
切　

３
月
31
日
㈯
必
着

問
い
合
わ
せ　

市
立
病
院
看
護
部　

総
看
護

師
長　

新
井
☎
23

－

０
６
１
１

18　
あ
な
た
の
思
い
出
を

　
　
　
　
　

公
園
に
残
し
ま
せ
ん
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
ベ
ン
チ

寄
付
募
集

19　

結
婚
や
卒
業
、
人
生
の
節
目
な
ど
に
、

個
人
・
団
体
・
企
業
等
の
皆
さ
ん
か
ら

ベ
ン
チ
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
公
園

に
思
い
出
を
残
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

公
園
施
設
を
充
実
さ
せ
て
、
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
30
日
㈮
ま
で

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

設
置
場
所　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

　

寄
付
し
て
い
た
だ
く
ベ
ン
チ
は
、
秩
父

の
間
伐
材
を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
で
、
価
格

は
11
万
円
で
す
。（
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
レ
ー
ト

付
）
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
1
0
/B
D
0
0
/

co
re.h
tm
l

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
公
園
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

５
４
０
３

　

秩
父
県
土
整
備
事
務
所

　

☎
22

－

３
７
１
５

ド
リ
ー
ム
ダ
ン
ス　
　
　

サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

と　

き　

原
則
毎
週
水
曜
日
、
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

募
集
人
員　

40
人

講　

師　

松
本　

茂 

氏

会　

費　

年
８
，
０
０
０
円

申
込
み　

３
月
28
日
㈬
午
後
６
時
30
分

に
歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

20と　

き　

４
月
２
日
〜
30
日
の
毎
週
月

曜
日
（
全
５
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

秩
父
市
温
水
プ
ー
ル

対　

象　

ク
ロ
ー
ル
が
25
ｍ
程
度
泳
げ

る
方

　

温
水
プ
ー
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
水
泳
教
室　

参
加
者
募
集

21

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

10
人

申
込
み　

３
月
15
日
㈭
か
ら
、
参
加
費

を
添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

と　

き　

４
月
20
日
〜
７
月
13
日
の
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般
成
人
男
女

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

２
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

３
月
26
日
㈪
か
ら
、
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
・
火
曜
休
館
）
電
話
や
本

人
以
外
に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４　

　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

第
１
期
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

体
操
教
室
参
加
者
募
集

22

中
国
語
講
座（
初
級
）　　

受
講
生
募
集

と　

き　

４
月
５
日
〜
６
月
28
日
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

内　

容　

基
礎
か
ら
や
さ
し
く
楽
し
く

勉
強
し
ま
す
。

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講　

師　

前
中
国
陝
西
師
範
大
学
講
師

23

　
　
　
　

野
沢
ヒ
サ
子 

氏

定　

員　

30
人

費　

用　

１
期
３
か
月
１
５
，
０
０
０

円
、
教
材
費
３
，
０
０
０
円

そ
の
他　

課
程
を
修
了
し
た
方
に
は
、

修
了
証
を
差
し
上
げ
ま
す
。
中
・
上
級

ク
ラ
ス
、
中
国
研
修
旅
行
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月
28
日
㈬

ま
で
に
、
秩
父
郡
市
日
中
友
好
推
進
協

会　

野
沢
ヒ
サ
子
宅
（
☎
25

－

２
４
１

３
）
へ
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

平
成
19
年
度　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
秩
父
演
習
林
ス
タ

ッ
フ
を
補
助
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。
３
年
間
で
10
講
座
受

講
す
る
と「
秩
父
演
習
林
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

18
歳
以
上

費　

用　

１
０
，
０
０
０
円
（
保
険
料

込
み
、
３
年
分
）

募
集
人
数　

15
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
養
成
講
座

応
募
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
返
信
用
は
が
き

に
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
。

申
込
締
切　

３
月
15
日
㈭
（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林
企
画

調
整
係
☎
22

－

０
２
７
２
（
〒
３
６
８

－

０
０
３
４　

日
野
田
町
１

－

１

－

49
）

24
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文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
度　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

25　

年
度
を
通
し
自
主
運
営
で
活
動
す
る
、

健
康
づ
く
り
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

申
込
み　

３
月
19
日
㈪
か
ら
、
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
・
火
曜
休
館
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）。
電
話
や
本
人
以
外
に
よ

る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

クラブ名 定員 曜日 回数 時　　間 参　加　費
ソフトバレーボールクラブ 40 月

年
間
35
日
前
後

10時～正午 年3,000円
インディアカクラブ 40 水 10時～正午 年2,000円

卓球クラブ 50 木 10時～正午 年3,000円
バドミントンクラブ 50 木 10時～正午 年3,000円

ＡＮバドミントンクラブ 30 木 13時～15時 年4,000円

硬
式
テ
ニ
ス

月曜テニスクラブ 15 月 ９時～正午 年3,000円
月曜ＡＮテニスクラブ 12 月 13時～15時 1期1,000円×3期
水曜テニスクラブ 15 水 10時～正午 1期1,000円×3期
木曜テニスクラブ 15 木 10時～正午 1期1,000円×3期
金曜テニスクラブ 12 金 10時～正午 1期1,000円×3期

そ
ば
打
ち
体
験
と　
　
　
　
　
　

カ
イ
ド
ウ
並
木
散
策
、　　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
・
コ
ジ
ェ
ネ
施
設　

見
学
参
加
者
募
集

26

と　

き

　

４
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　

石
間
交
流
学
習

館
・
元
気
村

内　

容

午
前　

そ
ば
打
ち
体
験

午
後　

カ
イ
ド
ウ
並
木
散
策
と
バ
イ
オ

マ
ス
・
コ
ジ
ェ
ネ
施
設
見
学

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費　

用　

１
，
５
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

申
込
み　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
３
月
30
日
㈮

ま
で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９

－

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５

－

２　

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秩
父
い
っ
て
ん
べ
ぇ
ウ
ォ
ー
ク

27

　

春
爛
漫
の

秩
父
路
を
堪

能
し
な
が
ら

江
戸
巡
礼
古

道
な
ど
を
歩

く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
７
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

受　

付　

午
前
９
時
〜
11
時
（
20
㎞
コ

ー
ス
は
９
時
30
分
ま
で
）、
受
付
後
随

時
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

　

秩
父
市
役
所（
歴
史
文
化
伝
承
館
前
）

参
加
費　

無
料

コ
ー
ス

５
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト
↓
札
所
12
番

野
坂
寺
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
↓

羊
山
公
園
芝
桜
の
丘
↓
武
甲
山
資
料
館

↓
ゴ
ー
ル

10
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト
↓
秩
父
神
社

↓
札
所
16
番
西
光
寺
↓
武
之
鼻
橋
↓
小

鹿
坂
峠
↓
札
所
23
番
音
楽
寺
↓
佐
久
良

橋
↓
ゴ
ー
ル

20
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト
↓
佐
久
良
橋

↓
札
所
24
番
法
泉
寺
↓
酒
づ
く
り
の
森

↓
札
所
25
番
久
昌
寺
↓
と
び
石
↓
荒
川

総
合
運
動
公
園
↓
清
雲
寺
↓
札
所
29
番

長
泉
院
↓
札
所
27
番
大
渕
寺
↓
札
所
26

番
円
融
寺
↓
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

↓
羊
山
公
園
芝
桜
の
丘
↓
ゴ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

秩
父
い
っ
て
ん
べ
ぇ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
実
行
委
員
会（
観
光
振
興
課
内
）

　

☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

第
３
回　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ュ
ー
ズ
の
森
チ
ャ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

in　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

28と　

き　

５
月
13
日
㈰

受　

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
９
時
10
分

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
（
１
・
８
㎞
）、
10

時
15
分
（
４
㎞
）、 

10
時
40
分
（
６
㎞
）、

11
時
10
分
（
10
㎞
）

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
（
コ
ー
ス
は
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
・
ゴ

ル
フ
場
内
な
ど
）

種　

目　

１
・
８
㎞
の
部
（
小
学
生
男

女
）
、
４
㎞
の
部
（
中
学
生
男
女
）
、
６
㎞

の
部
（
一
般
男
女
、
高
校
生
女
子
）
、
10
㎞

の
部
（
一
般
男
女
、
高
校
生
男
子
）

参
加
費　
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
高
校

生
１
，
０
０
０
円
、
一
般
２
，
０
０
０
円

表　

彰　

各
部
門
１
〜
３
位
ま
で
賞
状
・

記
念
品
、
４
〜
６
位
ま
で
賞
状
、
全
員

に
参
加
賞
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
あ
り
。

申
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
お
よ
び
教

育
委
員
会
各
事
務
所
に
申
込
用
紙
（
郵

便
振
替
）
が
あ
り
ま
す
。（
４
月
６
日

㈮
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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第
２
回
彦
五
郎
祭

29　

秩
父
歌
舞
伎
の
始
祖
と
い
わ
れ
て
い

る
初
代
坂
東
彦
五
郎
の
追
善
公
演
を
、

秩
父
郡
市
内
の
歌
舞
伎
団
体
が
一
堂
に

会
し
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

貴
布
祢
神
社
境
内（
下
吉
田
）

演　

目

•
小
鹿
野
子
ど
も
歌
舞
伎　
「
三さ

ん

番ば

叟そ
う

」

•
貴
布
祢
神
社
神
楽

•
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会

　
「
吉き

ち

例れ
い

曽そ

我が
の

対た
い

面め
ん　

工く

藤ど
う

館や
か
た

之の

場ば

」

•
井
上
太
鼓
会　

秩
父
屋
台
囃
子

•
井
上
地
区
若
連

　
「
白し

ら

波な
み

五ご

人に
ん

男お
と
こ　

稲い
な

瀬せ

川が
わ

勢せ
い

揃ぞ
ろ
い

之の

場ば

」

•
小
鹿
野
歌
舞
伎
保
存
会
十
六
部
会

　
「
義よ

し

経つ
ね

千せ
ん

本ぼ
ん

桜ざ
く
ら　

釣つ
る

瓶べ

鮨す
し

屋や

之の

場ば

」

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
事
務
局

　

関
根
宅
☎
23

－

２
３
７
６

～お知らせ～
と　　き 内　　　容 会　場

３月13日㈫～18日㈰ 油彩クラブグループ展
※最終日は午後４時まで 展示室１

４月３日㈫～8日㈰ 秩父手織教室作品展 展示室１

４月11日㈬～19日㈭ 齋藤麗子　押し花アート教室展
※初日は午後１時から、最終日は午後3時まで 展示室１

４月11日㈬～19日㈭ 齋藤麗子『押し花アート無料体験』
※初日は午後１時から、最終日は午後3時まで 会議室２

毎週金曜日
午前９時30分～ 赤岩智恵子『絵画教室』 会議室３

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月3日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

各種作品展などに芸術文化会館を
ご利用ください

　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場として展示室
の貸し出しや、制作活動・企画会議の場として会議室の貸
し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひご利用く
ださい。なお、詳細は下記までお問い合わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

30

第
２
回　

吉
田
よ
い
と
こ

「
草
の
乱
セ
ー
ル
」

と　

き　

３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

道
の
駅
「
龍
勢
会
館
」
草
の

乱
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
内

特
売
品　

草
の
乱
１
，
０
０
０
人
鍋
、

手
打
ち
う
ど
ん
、
特
製
漬
け
物
、
農
産

物
、
衣
料
雑
貨
、
季
節
の
花　

ほ
か

イ
ベ
ン
ト　

福
引
抽
選
会
、
秩
父
屋
台
囃

子
、
も
ち
つ
き　

ほ
か

問
い
合
わ
せ　

吉
田
地
域
商
工
研
究
会
事
務

局
☎
77

－
０
３
１
０

31

第
７
回　

秩
父
映
画
会

32と　

き　

３
月
18
日
㈰
午
前
11
時
〜
、

午
後
２
時
〜
、
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０

円
（
当
日
券
は
各
２
０
０
円
増
し
）

※
時
間
指
定
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
時
習
堂

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・

エ
フ
秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２ 上映作品

「フラガール」

つ
ど
い
の
広
場　
　
　
　

「
は
っ
ぴ
ー
」　

33対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

秩
父
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

陽
野
ふ
る
さ
と　
　
　
　

春
の
道
草
展

34　

早
春
の
山
里
を
歩
き
な
が
ら
民
家
の

軒
先
や
道
ば
た
の
写
真
・
絵
画
を
鑑
賞

し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
春
の
山
野
草
も
楽

し
め
ま
す
。

と　

き　

４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

荒
川
日
野
地
内
（
芦
川
区
・

寺
沢
区
内
）

内　

容　

写
真
・
植
物
画
・
書
道
・
絵

手
紙
・
俳
句
等
の
展
示
、
催
し
も
の
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

　

秩
父
市
ユ
ネ
ス
コ
協
会
準
備
会
主
催

高
遠
菜
穂
子
講
演
会　

35　
「
命
に
国
境
は
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
、

イ
ラ
ク
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
活
躍

中
の
高
遠
菜
穂
子
さ
ん
の
講
演
と
平
和

に
関
す
る
群
読
や
合
唱
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
25
日
㈰
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

参
加
費　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
ユ
ネ
ス
コ
協
会
準
備

会
事
務
局　

江
田
☎
54

－

０
４
４
３
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と　

き　

４
月
１
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら
受
付

と
こ
ろ　

群
馬
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃
場

種　

目　
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

賞　

典　

参
加
賞
、
入
賞
、
と
び
賞

定　

員　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
36
人

問
い
合
わ
せ　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務

局　

横
道
泰
典
宅
☎
24

－

６
２
６
４

指
導
者
育
成  　
　
　
　

ク
レ
ー
射
撃
大
会

36

平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）診療時間（午後７時30分～１０時）

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

の
催
し

37●
里
山
の
ん
び
り
ウ
オ
ー
ク

　

〜
花
め
ぐ
り
〜

と　

き　

３
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

●
３
月
の
室
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
鳥
の
お
も
し
ろ
笛
」

　
「
葉
っ
パ
ズ
ル
」

　

毎
日
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

み
ど
り
の
村
の
催
し

38●
山
菜
つ
み
体
験

と　

き　

４
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

村
の
広
場
ほ
か

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

４
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人

申
込
み　

４
月
７
日
㈯
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
を
記
入
し
下
記
へ
。
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

５
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

に
行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
展
者

を
募
集
し
ま
す
。
（
先
着
50
人
）

　

詳
し
く
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

●
七
草
粥
の
つ
ど
い

　

セ
ン
タ
ー
内
を
歩
き
な
が
ら
春
の
七

草
を
集
め
「
七
草
粥
」
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
22
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
10
分

対　

象　

親
子
ま
た
は
18
歳
以
上
の
方

参
加
費　

９
０
０
円
（
小
学
生
未
満
７

埼
玉
県
青
少
年
総
合　
　
　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

39

０
０
円
、
３
歳
以
下
４
０
０
円
）

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

４
月
15
日
㈰

●
雑
木
林
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ⅰ

　

カ
タ
ク
リ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
25
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
10
分

対　

象　

主
と
し
て
中
高
年
の
方

参
加
費　

９
０
０
円

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

４
月
18
日
㈬

会　

場　

い
ず
れ
も
青
少
年
総
合
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
電
車
の
場
合
は
芦
ヶ

久
保
駅
集
合（
無
料
送
迎
あ
り
）、車
の

場
合
は
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
集
合
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
４
６
３

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、藤岡
多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）の
ホームページで確認できます。

３
月
11
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 第 一 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･胃）

熊木町
下影森
中村町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－5010
☎25－0311
☎24－1234

３
月
18
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･外）

熊木町
長瀞町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎52－3121

３
月
21
日

医師会休日診療所
松 本 クリニック
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（　内　）

熊木町
日野田町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3000
☎22－3022
☎52－3121

３
月
25
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
秩 父 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（外･内･消）

（内･小）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－0067
☎22－3022
☎52－2253

４
月
１
日

医師会休日診療所
原 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
斉 藤 医 院

（内･小）
（脳外･内）

（内･小）

熊木町
小鹿野町
小鹿野町
藤岡市緑町

☎23－8561
☎72－8088
☎75－2332
☎22－0765

４
月
８
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
皆 野 病 院
光 病 院

（内･小）
（産･婦･内）

熊木町
番場町
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－1336
☎62－6300
☎24－1234

４
月
15
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（脳外･内）

熊木町
永田町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎52－3121



●三種混合予防
　接種（秩父）
●1歳6か月児･3
　歳児健診（吉田）
●親子ふれあい
　教室（大滝）

●３歳児健診
　（秩父）
●4か月児･10
　か月児健診、
　BCG予防接種
　（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●健康相談・育
　児相談（大滝）

●両親学級妊娠
　前期①（秩父）

●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●１歳６か月児
　健診（秩父）
●言語リハビリ
　教室（吉田）
●健康相談
　（荒川）

●両親学級妊娠
　前期②（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）

●BCG予防接種
　（秩父）
●言語リハビリ
　教室（荒川）

●育児相談
　（秩父）

●三種混合予防
　接種（秩父）
●育児相談
　（吉田）

●育児相談
　（荒川）

●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●健康相談
　（吉田）

●健康相談・育
　児相談（大滝）

●1歳6か月児
　健診（秩父）

※詳細については、今月号22・23ページおよび２月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、今月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成19年度秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

３/10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

４/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

３月
４月

保健センター
カレンダー

●4か月児･10
　か月児健診、
　BCG予防接種
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）

●10か月児健診
　（秩父）

●4か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）
●健康相談
　（荒川）

●BCG予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）
●言語リハビリ
　教室（荒川）

15 17 18 19 20 2116

春分の日
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こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

　２月１日と８日、荒川中学校２年生が農業体
験事業で豆腐づくりを行いました。
　生徒たちは、普段口にしている豆腐を作るこ
とができるのか不安そうでしたが、自分で種を
蒔いた大豆を使い、農林振興センター職員指導
のもと、班ごとに大豆をミキサーにかけるなど
休む間もなく作業に追われました。
　同じ分量で作ったはずが、できあがった豆腐
はすべて違った物になり、生徒たちは農業の大
変さと豆腐づくりの奥深さを感じたようです。

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

　１月26日、地場産業振興センターの秩父地
域活性化研究会が、『秩父の色100選』を使っ
たひざかけとお手玉を市内最高齢の方に寄贈
するため、栗原市長を訪れました。
　秩父の色100選とは、「秩父の風土を表す色」
として秩父にちなんだ名前をつけた100色の
ことで、同研究会ではこの色をＰＲするため
『秩父百彩倶楽部』を立ち上げ商品の開発も
行っています。今回、高齢者向けにひざかけ
とお手玉を作り、そのうちの１つを市内の最
高齢の方へ贈りました。
※秩父の色100選については、ホームページ(http://
www.saitama-itcn.jp/cdrr/100/100top.html)で ご 覧
いただけます。

　高齢者の多い大滝地域では、各集会所を巡
回して「元気アップ講座」を開催しています
が、今年度の講座が１月16日で終了しました。
　この講座は、高齢者の介護予防や健康増進
を図るために玄米ニギニギ体操、クイズや簡
単な製作などを組み合わせて実施しているも
ので、今年度は36回の講座を行い、延べ500
人が出席しました。
　ますます元気になった参加者の皆さんは、
来年もぜひ参加したいと意気込んでいました。

笑顔がいっぱい！笑顔がいっぱい！
「元気アップ講座」が終了「元気アップ講座」が終了

　下吉田にある旧武毛銀行本店建物を利用し
て、１月28日～２月３日（前期）と３月４日
～10日（後期）に文化展が行われました。
　この建物は、大正７年に建てられた煉瓦造
２階建の建物で国登録有形文化財に認定され
ています。
　今回の文化展は、この大正の空気漂う建物
の中で公民館講座参加者の作品や吉田書道会
による書掛軸などの展示がされたほか、後期
には地元団体によるミニコンサートも行われ
るなど、大勢の人たちで賑わいました。

荒川中学校　農業後継者育成事業荒川中学校　農業後継者育成事業
大豆の種まき～豆腐づくり大豆の種まき～豆腐づくり

「清雲寺」色に「たらっぺ」色「清雲寺」色に「たらっぺ」色

『秩父の色100選』を使った『秩父の色100選』を使った
ひざかけなどを市内最高齢の方へ寄贈ひざかけなどを市内最高齢の方へ寄贈

大正期の建物で文化展を開催大正期の建物で文化展を開催
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